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１ 教育委員会点検・評価報告の概要

（１）はじめに

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）の規定

により、教育委員会の責任体制の明確化を図るため、教育委員会は毎年、その権限に属

する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を公表するものです。

（２）目 的

地教行法第２６条の規定に基づき、教育委員会が教育に関する事務の管理及び執行状

況を点検・評価し、効果的な教育行政の推進と行政評価の透明性を図り、町民への説明

責任を果たすことを目的としています。

（３）点検・評価の内容

令和４年第２回町議会定例会において「令和４年度教育行政執行方針」に示した事業

等を基本として実績をまとめ、それぞれの目標に照らしあわせた成果を基に内部評価を

行い、学識経験者の知見を活用した教育行政評価委員会からの意見を聴取し、今後の課

題や対策をまとめ、教育委員会の点検・評価報告書を作成しました。

（４）議会への提出

地教行法第２６条に規定する議会への提出にあたっては、「中富良野町教育委員会点

検・評価報告書」として令和５年第８回町議会定例会に提出します。

（５）町民への公表

報告書の公表は、議会への提出後、中富良野町のホームページに掲載するとともに、

図書館に報告書を置き、閲覧できるようにします。

（６）評価の手法

ア)評価にあたっての着眼点

i 教育委員会の活動状況について

ii 令和４年度教育行政執行方針を基本とした事務事業について

イ)評価対象項目

令和４年度の教育委員会活動の状況と評価、並びに教育委員会が所管する事務事業

の内、学校教育関係１４項目、社会教育関係８項目とし、必要に応じ細分して全４４

の細項目として評価項目を設定しました。

令和３年度まで細項目にありました「なかふらの大運動会」は、令和元年度に終了

した町民体育大会にかわる事業として令和２年度から計画していましたが、新型コロ
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ナウイルスの影響により３年間実施できず、現在、新たなかたちでのスポーツイベン

トとして検討していることから、令和４年度の評価項目から削除しています。

ウ)評価方法

教育行政点検評価表により、「評価項目」（事務事業）・「細項目」（細事務事業）・「目

的」・「推進目標」・「概要」・「事業年度」・「事業費」・「必要性・有効性・費用対効果

・方向性」（検証内容）・「達成度・効果度」（評価）・「今後の課題」・「改善策」を明

らかにし、必要性・有効性・効果性などを各項目別において評価いたしました。

これにより、問題点を明らかにし、課題や具体的な改善内容を自ら見出し、今後の

方向性を検討するとともに、教育委員会が目指す方針に沿って教育行政が執行されて

いるかの達成度・効果度に着目して、評価基準をＡからＤまでの４段階で評価を行い

ました。

エ)評価結果

令和４年度の点検・評価の結果について、下記の評価基準Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階

の集計と前年度との対比を行いました。

第１表 教育行政評価（事務事業評価 達成度）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計

R3 ２０ ２５ ０ ０ ４５

件 数 R4 ２１ ２３ ０ ０ ４４

増減 １ ▲２ ０ ０ ▲１

R3 ４４．４ ５５．６ ０．０ ０．０ １００．０

構成比(%) R4 ４７．７ ５２．３ ０．０ ０．０ １００．０

増減 ３．３ ▲３．３ ０．０ ０．０ ０・０

（ Ａ：実践が進み成果を上げている Ｂ：実践が進んでいる Ｃ：実践に努めている

Ｄ：努力を要する ）

第２表 教育行政評価（事務事業評価 効果度）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計

R3 ２７ １８ ０ ０ ４５

件 数 R4 ２８ １６ ０ ０ ４４

増減 １ ▲２ ０ ０ ▲１

R3 ６０．０ ４０．０ ０．０ ０．０ １００．０

構成比(%) R4 ６３．６ ３６．４ ０．０ ０．０ １００．０

増減 ３．６ ▲３．６ ０．０ ０．０ ０．０

（ Ａ：実践が進み成果を上げている Ｂ：実践が進んでいる Ｃ：実践に努めている

Ｄ：努力を要する ）
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２ 教育委員会の活動状況

令和４年度の教育委員会の活動について「教育委員会議」「学校訪問」「研修会・各行

事等への参加」の項目に分け、教育委員会自身による点検を行った。

（１）教育委員会の活動一覧

教育委員会議については、必要に応じ開催し、令和４年度は１２回の会議を開催した。

会議では、教育行政執行方針、予算案、議会提出議案、人事案件、規則等の改正、教育

委員会点検評価、各調査の実施、その他重要案件について審議を行い、また、各学校の訪

問や教育委員会主管の各行事等への出席など教育委員会の活動を行った。

以下、令和４年度の主な活動を示し、それぞれの活動内容について報告する。

令和４年度教育委員会活動一覧

期 日 活 動 内 容 期 日 活 動 内 容

４月１１日 第３回教育委員会議 １月２３日 第１回教育委員会議

４月２７日 第４回教育委員会議 ２月２１日 第２回教育委員会議

６月２１日 第５回教育委員会議 ２月２８日 第３回教育委員会議

７月２５日 第６回教育委員会議 ３月１４日 第４回教育委員会議

８月２５日 第７回教育委員会議

各月 各日 各学校訪問・町行事へ

１０月 ４日 第１回教育委員会協議会 の参加

１０月１１日 第８回教育委員会議

１２月 ８日 第９回教育委員会議
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（２）教育委員会議

教育委員会の権限に属する事務のうち次に掲げる事項は、教育委員会議において議決が

必要な事項であり、それ以外の事務は教育長に委任されている。

(1) 学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。

(2) 学校、その他教育機関の設置及び廃止に関すること。

(3) 1件 100万円を超える教育財産の取得及び処分を町長に申出ること。

(4) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。

(5) 道費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること。

(6) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。

(7) 学校、その他教育機関の敷地の選定及び変更を決定すること。

(8) 1件 300万円以上の工事の計画を策定すること。

(9) 教育委員会規則及び規程の制定又は改廃を行うこと。

(10) 社会教育委員、公民館運営審議会委員を委嘱すること。

(11) 教育費に関する予算その他議会の議決を経るべき議案について町長に意見を申し

出ること。

(12) 校長、教員その他教育関係職員の研修の一般方針を定めること。

(13) 通学区域の設定及び変更すること。

(14) 文化財の指定及び解除に関すること。

(15) 中富良野町奨学資金貸付条例に基づく対象者を選考すること。

また、上記の教育長に委任できない事務のうち次に掲げる事項は、教育長が専決できる

事務として規定している。

(1) 教育委員会事務局及び学校（町費負担の職員に限る。）その他の教育機関の職員

のうち、課長、参事、公民館長を除く職員の任免その他の人事に関すること。ただ

し、懲戒処分を除く。

(2) 校長及び教頭を除く道費負担の学校職員の任免その他の人事の内申に関するこ

と。ただし、懲戒処分の内申に関することを除く。

(3) 教育委員会の任命する職員（教育長を除く。）の昇給その他給与に関すること。

(4) 道費負担の学校職員の昇級、昇格等給与の内申に関すること。

(5) 教育委員会事務局及び学校その他の教育機関の職員の勤務評定に関すること。

(6) 教育委員会の所管に属する各機関及び教育委員会の委員（社会教育委員、公民館

運営審議会委員を除く。）の任免、委嘱並びに解嘱に関すること。

(7) 教育費に関する予算科目の各節において 100万円以下の増額又は減額すべき補正

予算案について町長に意見を申し出ること。
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○教育委員会の会議の開催状況

期　　　日 　　　　　　　付   議   案   件   等

令和４年 （議　案）

4月11日(月) 議案第1号

第3回臨時会

（議　案）

4月27日(水) 議案第1号 中富良野町社会教育委員並びに公民館運営審議会委員の委嘱について

第4回定例会 議案第2号 令和４年度中富良野町奨学資金貸付者の選考について

議案第3号 宇文小学校の廃止について

（報　告）

報告第1号 令和４年度中富良野町教育予算の補正について

報告第2号 令和４年度全国学力・学習状況調査の実施について

報告第3号 令和４年度教育委員会関係各委員等の委嘱について

報告第4号 区域外就学の承認について

報告第5号 教育委員会事務局職員の任命について

（その他）

① 各学校運動会の出席割り当てについて

② なかふらのまちづくり策定委員会委員の推薦について

③ 中富良野町保健福祉推進委員の推薦について

④ なかふらの夢・未来応援事業審査委員会委員の推薦依頼について

（議　案）

6月21日(火) 議案第1号

第5回定例会 議案第2号

議案第3号

（報　告）

 報告第1号

報告第2号

（その他）

① 中富良野小学校・中学校改築事業について

（議　案）

7月25日(月) 議案第1号

第6回臨時会 議案第2号

（報　告）

 報告第1号 通学区域外就学の承認について

（議　案）

8月25日(木) 議案第1号

第7回定例会 議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

（その他）

①

（議　案）

10月4日(火) 議案第1号

第1回協議会 議案第2号 中富良野小学校・中学校改築事業について

（議　案）

10月11日(火) 議案第1号

第8回定例会 議案第2号 学校からの要望事項等の検討について

（議　案）

12月8日(木) 議案第1号

第9回定例会
議案第2号

議案第3号

令和４年度産業建設文教常任委員会同学校視察に係る学校要望事項の検討について

令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への市町村別結
果の掲載について

通学区域外就学の承認について

教育委員会事務局職員の人事に関することについて

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

令和４年度中富良野町要保護及び準要保護児童生徒並びに特別支援教育就学奨励児童生徒
の認定について

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

学校視察について

令和３年度中富良野町教育委員会点検・評価報告について

屋上防水改修工事（総合スポーツセンター）の請負契約締結について

産業建設文教常任委員との合同学校視察の日程について

財産の取得について（学校給食配送車）

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

財産の取得について（スクールバス）

令和４年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載につ
いて

令和５年度に使用する小学校教科用図書の採択について

令和５年度に使用する中学校教科用図書の採択について
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（報　告）

 報告第1号

 報告第2号

（その他）

①

②

令和５年 （議　案）

1月23日(月) 議案第1号

第1回臨時会 （その他）

① 中富良野町奨学資金貸付制度の改正について

（議　案）

2月21日(火) 議案第1号

第2回臨時会 議案第2号

（議　案）

2月28日(火) 議案第1号

第3回定例会 議案第2号

議案第3号

議案第4号

（その他）

① 令和４年度小中学校卒業式について

② 令和５年度小中学校入学式について

③ 教職員離任式について

④ 新任教職員辞令交付式について

⑤

（議　案）

3月14日(火) 議案第1号

第4回臨時会 （報　告）
報告第1号

（その他）

① 令和５年度教職員（一般）人事異動の内示について

② 第４次なかふらの町読書活動推進計画について

③ 令和５年度各小・中学校入学式の日程及び出席者について

通学区域外就学の承認について

令和５年度教育行政執行方針について

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

通学区域外就学の承認について

校長・教頭の免（解）職発令内申並びに採用（転任、昇任）発令内申について

中富良野町教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則について

令和４年度中富良野町総合教育会議について

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

令和５年度フラワー都市交流連絡協議会総会・交流会（福岡県久留米市開催）の参加依頼
について

令和５年中富良野町二十歳のつどいについて

令和４年度中富良野町教育予算の補正について

令和５年度中富良野町教育予算案について

中富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例について

令和４年度中富良野町要保護及び準要保護児童生徒の認定について
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（３）教育委員の学校訪問・研修会・各種行事等への参加

○学校訪問の状況

期　　　日 　　　　出　　席　　行　　事　　等

令和４年

１０月１１日 　各小中学校訪問（産業建設文教常任委員会合同）

○研修会並びに会議等の出席状況

期　　　日 　　　　出　席　研　修　会　等 開催地

令和４年

４月１２日 　上川管内教育委員会教育長会議（第１回）・連合会教育長部会総会 旭川市

７月　５日 　富良野地区広域教育圏振興協議会教育長会議 富良野市

７月　７日 　上川管内教育委員会教育長会議・連合会教育長部会（第２回） 旭川市

７月１５日 　全道市町村教育委員会教育長会議 札幌市

１０月１２日 　上川管内教育委員会教育長会議・連合会教育長部会（第３回） 旭川市

１０月２６日 旭川市

１２月２０日 　上川管内教育委員会教育長会議・連合会教育長部会（第４回） 旭川市

１２月２８日 　富良野地区広域教育圏振興協議会教育長会議 富良野市

令和５年

２月２１日 　上川南部地区教育委員会教育委員研修会 南富良野町

２月２８日 　町総合教育会議 中富良野町

３月２３日 　上川管内教育委員会教育長会議・連合会教育長部会（第５回） 旭川市

○各種行事等の参加状況

期　　　日 　　　　出　　席　　行　　事　　等

令和４年

４月　４日 　新任教職員辞令交付式

４月１４日 　銀嶺大学入学式・始業式

６月１５日 　戦没者追悼式

令和５年

１月　８日 　町二十歳のつどい

３月２３日 　銀嶺大学卒業式・修了式

３月２７日 　教職員離任式

　上川管内教育委員会連合会委員研修会
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（４）教育委員会議等の評価

１）教育委員会議について

２）学校訪問について

３）研修会・各行事等への参加

４）総合教育会議について

　教育委員会議では、次年度教育行政執行方針の決定、規則等の改正、新年度予算案・補正予算案の
審議、社会教育委員・学校職員等の人事案件、通学区域外就学の承認、奨学資金貸付者選考などの案
件で各委員の課題解決に向けた積極的な発言が多くあり、活発な審議のもと各議案が処理された。
　また、報告では各人事関係や要保護・準要保護児童生徒の認定状況等を、さらに協議事項にも充分
な時間をもち資料の提示・情報提供を受けることにより円滑な会議運営がなされた。

　例年実施している町議会の産業建設文教常任委員会との合同学校視察を本年度についても行い、町
内全小中学校に訪問し校長等から学校経営方針や具体的な取り組み、教育環境などの説明を受けたの
ち、児童生徒の学習の様子を見学した。また、学校施設関係等の状況や課題・要望などを確認して全
般にわたり調査を行った。
　なお、例年であれば年間を通して各小中学校における入学式、運動会、学芸会、学校祭などの行事
に各教育委員が出席し、児童生徒への激励と教育活動の把握に努めているところであるが、新型コロ
ナウイルス感染症対策の観点から、各行事において来賓自粛となり参加を見合わせた。

　地方教育行政法が平成２７年４月に改正され、地方公共団体に総合教育会議の設置が義務づけられ
たことから、町長と教育委員会により構成し、対等な執行機関同士として協議・調整を行うことと
なった。総合教育会議では、教育大綱の策定について、令和３年度教育相談事業実施状況について、
中富良野小学校・中学校改築事業について及び令和４年度社会教育事業について意見交換を行った。

　教育委員としての資質向上を図るため、例年であれば北海道教育委員会連合会並びに上川管内教育
委員会連合会主催による教育委員の研修会・教育局主催の教育推進会議等に出席してきたが、本年度
は新型コロナウイルスの影響により中止となった。
　同様に教育委員会が主管する銀嶺大学始業式や、教職員関係団体、ＰＴＡ連合会、町主催の各行事
も中止または縮小開催となったため参加できなかった。
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３　「教育行政執行方針」を基本とした点検・評価

NO. 評　　価　　項　　目 NO. 細　　　　項　　　　目

1 児童の学力向上（小学校）

2 生徒の学力向上（中学校）

3 小学校特別支援教育

4 中学校特別支援教育

5 教育支援委員会

6 食育指導

7 学校給食事業

4 教育相談 8 教育相談事業

5 開かれた学校づくり 9 学校公開と学校評価

6 児童生徒の安全教育と危機管理 10 児童生徒の安全教育と安全対策事業

11 小学校施設維持整備

12 中学校施設維持整備

13 小学校教材用備品整備

14 中学校教材用備品整備

8 国際理解教育の推進 15 外国語指導助手配置事業

9 部活動の推進 16 部活動生徒運送業務（中学校）

10 就学援助 17 児童生徒就学援助費事業

11 特別支援教育就学奨励 18 児童生徒特別支援教育就学奨励事業

12 奨学資金貸付 19 奨学金貸付事業

13 教職員研修 20 教職員研究・研修関係助成事業

14 通学費等補助 21 高等学校通学費等補助事業

22 放課後子ども教室推進事業

23 留守家庭児童クラブ推進事業

24 社会教育推進事業

25 成人式事業

26 社会教育関係団体等補助事業

27 学社融合推進事業

28 公民館分館運営事業

29 社会体育関係団体等補助事業

30 児童生徒対象事業

31 社会教育関係団体等補助事業

32 社会体育関係団体等補助事業

33 公民館教室・講座事業

34 情報通信技術講習事業

19 高齢者の学習活動 35 銀嶺大学運営事業

36 町民文化祭運営事業

37 文化財及び埋蔵文化財保護事業

38 社会教育関係団体等補助事業

21 読書活動の推進 39 図書館運営事業

40 スポーツ教室・大会経費

41 スポーツフェスタ参加経費

42 学校開放事業

43 社会体育関係団体等補助事業

44 社会体育推進事業

学
　
　
校
　
　
教
　
　
育

社
　
　
会
　
　
教
　
　
育

15

16

22

18

20

スポーツの振興

食育の推進

青少年の学習活動

一般成人の学習活動

7 環境整備と安全な学校施設

地域の教育力

文化活動の振興

基礎学力の定着

特別支援教育の推進

1

2

3

17

放課後子どもプラン推進事業
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（１）学校教育について

NO. 評　　価　　項　　目 NO. 細　　　　　　項　　　　　　目

1 児童の学力向上（小学校）

2 生徒の学力向上（中学校）

3 小学校特別支援教育

4 中学校特別支援教育

5 教育支援委員会

6 食育指導

7 学校給食事業

4 教育相談 8 教育相談事業

5 開かれた学校づくり 9 学校公開と学校評価

6 児童生徒の安全教育と危機管理 10 児童生徒の安全教育と安全対策事業

11 小学校施設維持整備

12 中学校施設維持整備

13 小学校教材用備品整備

14 中学校教材用備品整備

8 国際理解教育の推進 15 外国語指導助手配置事業

9 部活動の推進 16 部活動生徒運送業務（中学校）

10 就学援助 17 児童生徒就学援助費事業

11 特別支援教育就学奨励 18 児童生徒特別支援教育就学奨励事業

12 奨学資金貸付 19 奨学金貸付事業

13 教職員研修 20 教職員研究・研修関係助成事業

14 通学費等補助 21 高等学校通学費等補助事業

3 食育の推進

7 環境整備と安全な学校施設

1 基礎学力の定着

2 特別支援教育の推進
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性

4
,3

4
9

（
理

由
・
説

明
）

学
力

向
上

対
策

の
評

価
を

行
い

、
指

導
効

果
を

高
め

る
。

今
　

後
　

の
　

課
　

題

指
導

結
果

を
確

認
し

な
が

ら
積

極
的

に
進

め
る

。

評
　

　
　

価

*
*
*
*

決
算

額

継
続

概
要

4
,3

4
9

開
始

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額

事
業

年
度

中
学

校
で

は
全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
の

結
果

の
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
学

校
独

自
の

学
力

調
査

等
を

実
施

し
、

そ
れ

ら
の

結
果

も
分

析
し

な
が

ら
、

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
や

技
能

の
一

層
の

定
着

と
、

応
用

力
・
活

用
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
授

業
の

改
善

を
図

り
、

学
力

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

対
策

と
し

て
、

平
成

１
５

年
度

か
ら

「
指

導
方

法
工

夫
改

善
事

業
」
に

よ
る

加
配

教
諭

を
１

名
配

置
し

、
数

学
を

中
心

に
Ｔ

Ｔ
授

業
や

習
熟

度
に

応
じ

た
少

人
数

指
導

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
平

成
２

３
年

度
か

ら
は

学
習

支
援

員
を

１
名

配
置

、
令

和
２

年
度

か
ら

は
さ

ら
に

１
名

を
配

置
し

、
到

達
度

の
低

い
生

徒
へ

の
補

充
的

学
習

指
導

、
学

習
意

欲
の

高
い

生
徒

へ
の

発
展

的
な

学
習

指
導

な
ど

を
実

践
し

て
い

る
。

ま
た

、
家

庭
学

習
に

つ
い

て
は

、
そ

の
習

慣
化

を
図

る
た

め
、

家
庭

に
お

け
る

状
況

を
把

握
し

、
保

護
者

と
の

連
携

を
進

め
て

い
る

。
近

年
、

児
童

生
徒

の
体

力
の

低
下

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
体

力
テ

ス
ト

に
よ

り
そ

の
実

態
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
部

活
動

な
ど

も
含

め
適

切
な

指
導

を
進

め
て

い
る

。
○

費
用

　
：
　

学
習

支
援

員
報

酬
　

4
,3

4
9
千

円

終
了

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

A
Ａ

費
用

対
効

果
特

に
費

用
を

分
け

て
い

な
い

が
学

校
配

当
予

算
の

指
導

経
費

全
体

の
中

で
効

果
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

0

必
要

性

方
向

性

今
後

の
取

組
み

概
要

に
記

載
し

て
い

る
取

組
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
応

用
力

の
向

上
に

も
各

教
科

に
て

様
々

な
工

夫
を

も
っ

て
指

導
に

当
た

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
各

教
科

の
授

業
評

価
や

生
徒

の
学

力
状

況
を

踏
ま

え
、

個
々

の
習

熟
度

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
指

導
を

行
う

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
ま

た
、

高
校

進
学

を
見

据
え

、
家

庭
で

の
生

活
習

慣
や

家
庭

学
習

の
状

況
を

把
握

し
、

指
導

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
１

人
１

台
端

末
を

有
効

活
用

し
た

授
業

の
構

築
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

効
果

度
達

成
度

基
礎

的
・
基

本
的

学
力

は
、

身
に

つ
け

て
お

か
な

け
れ

ば
、

進
学

や
そ

の
後

の
修

学
に

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
あ

り
、

着
実

に
力

を
つ

け
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

同
時

に
応

用
力

・
活

用
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

基
礎

学
力

の
定

着
を

図
り

、
学

ぶ
意

欲
を

育
て

る
た

め
、

指
導

方
法

等
の

校
内

研
修

（
授

業
交

流
等

）
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

研
修

機
関

の
事

業
を

積
極

的
に

活
用

し
、

教
員

個
々

の
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
Ｔ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
習

熟
度

別
指

導
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

体
制

を
工

夫
す

る
と

と
も

に
、

学
習

支
援

員
等

の
活

用
に

よ
る

指
導

体
制

の
弾

力
化

や
、

長
期

休
業

中
に

お
け

る
学

習
サ

ポ
ー

ト
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

家
庭

学
習

の
習

慣
化

を
図

る
た

め
、

参
観

日
や

家
庭

訪
問

を
通

じ
、

保
護

者
へ

の
啓

発
を

継
続

す
る

と
と

も
に

手
帳

の
活

用
な

ど
に

よ
り

生
徒

に
対

し
て

も
積

極
的

に
働

き
か

け
て

い
く
。

学
校

で
は

、
学

力
テ

ス
ト

の
結

果
を

分
析

し
、

指
導

方
法

の
改

善
計

画
を

策
定

し
、

実
践

に
あ

た
っ

て
い

る
。

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

各
教

科
を

通
じ

て
基

礎
、

基
本

の
学

力
の

定
着

と
応

用
力

・
活

用
力

の
向

上
を

図
る

。
目

的
全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
や

校
内

学
力

テ
ス

ト
等

の
結

果
を

分
析

し
、

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
や

技
能

の
定

着
を

図
る

と
と

も
に

応
用

力
・
活

用
力

の
向

上
を

図
る

。
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〔
２

－
３

〕

評
価

項
目

特
別

支
援

教
育

の
推

進
細

項
目

小
学

校
特

別
支

援
教

育

差
引

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

障
害

の
あ

る
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

指
導

に
よ

り
、

自
立

と
社

会
参

加
を

目
指

し
て

、
心

豊
か

に
た

く
ま

し
く
育

つ
教

育
を

推
進

す
る

。
目

的
心

身
に

障
害

の
あ

る
幼

児
及

び
児

童
に

対
し

、
個

々
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
指

導
体

制
を

確
立

し
、

生
活

や
学

習
上

の
困

難
を

改
善

又
は

克
服

す
る

た
め

の
適

切
な

特
別

支
援

教
育

を
行

う
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

費
用

対
効

果
厳

し
い

財
政

状
況

の
中

で
は

あ
る

が
、

中
富

小
へ

の
支

援
員

の
配

置
に

よ
り

そ
の

支
援

体
制

が
充

実
さ

れ
る

な
ど

、
費

用
対

効
果

は
大

き
い

。

（
理

由
・
説

明
）

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

指
導

が
行

わ
れ

て
お

り
、

特
に

、
中

富
小

に
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
配

置
し

そ
の

効
果

は
上

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
同

校
に

学
習

支
援

員
を

２
名

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
普

通
学

級
在

籍
対

象
児

童
の

指
導

体
制

の
整

備
を

進
め

て
い

る
が

対
象

と
な

る
児

童
は

増
加

傾
向

に
あ

る
た

め
さ

ら
な

る
指

導
体

制
の

整
備

が
求

め
ら

れ
る

。
方

向
性

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

各
学

校
に

お
い

て
も

、
特

別
支

援
学

級
在

籍
児

童
に

対
す

る
指

導
は

も
と

よ
り

、
普

通
学

級
に

お
い

て
も

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

教
育

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
少

数
で

は
あ

る
が

特
定

の
教

科
の

学
習

に
お

い
て

個
別

指
導

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
指

導
体

制
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
幼

児
こ

と
ば

の
教

室
は

、
近

年
ニ

ー
ズ

の
変

化
か

ら
利

用
者

数
が

減
少

し
て

い
る

た
め

事
業

内
容

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

中
富

小
で

は
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
（
３

名
）
と

学
習

支
援

員
（
２

名
）
を

町
費

で
配

置
し

、
指

導
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

普
通

学
級

に
在

籍
す

る
児

童
の

言
語

に
関

す
る

困
り

感
に

対
応

す
る

た
め

通
級

指
導

教
室

の
設

置
に

つ
い

て
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

終
了

*
*
*
*

継
続

6
,2

0
8

校
内

に
お

い
て

、
Ｌ

Ｄ
（
学

習
障

害
）
等

を
含

む
障

害
の

あ
る

児
童

に
対

し
、

個
々

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
個

別
の

指
導

計
画

及
び

個
別

の
教

育
支

援
計

画
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

校
内

委
員

会
を

設
置

し
、

校
内

に
お

け
る

全
校

的
な

支
援

体
制

を
整

え
充

実
し

た
指

導
を

行
う

。
言

語
指

導
に

つ
い

て
は

、
こ

と
ば

の
教

室
を

設
置

し
、

指
導

に
よ

り
就

学
前

の
幼

児
か

ら
小

学
生

ま
で

の
発

音
指

導
等

を
必

要
に

応
じ

行
う

。
ま

た
、

平
成

２
０

年
度

か
ら

支
援

体
制

充
実

の
た

め
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
中

富
小

に
現

在
３

名
配

置
し

、
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

8
0

予
算

額

6
,1

2
8

各
学

校
に

お
い

て
、

教
育

支
援

委
員

会
や

医
療

機
関

、
福

祉
機

関
な

ど
と

も
連

携
し

、
指

導
の

充
実

を
図

る
。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

決
算

額
概

要

事
業

年
度

開
始

○
費

用
　

：
支

援
員

配
置

費
　

3
,8

2
2
千

円
・
言

語
指

導
報

酬
　

2
,1

7
5
千

円
・
備

品
購

入
費

　
1
0
0
千

円
・
そ

の
他

指
導

経
費

 3
1
千

円
○

特
別

支
援

学
級

設
置

校
＝

中
富

小
６

学
級

・
宇

文
小

２
学

級
・
西

中
小

３
学

級
・
幼

児
こ

と
ば

の
教

室

特
別

支
援

学
級

在
籍

児
童

の
み

な
ら

ず
、

普
通

学
級

在
籍

児
童

に
も

き
め

細
か

な
指

導
体

制
を

整
え

る
な

ど
、

そ
の

有
効

性
は

高
い

。
Ｂ

A

必
要

性
平

成
１

９
年

度
か

ら
特

別
の

場
で

指
導

を
行

う
「
特

殊
教

育
」
か

ら
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

個
々

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
適

切
な

指
導

及
び

必
要

な
支

援
を

行
う

「
特

別
支

援
教

育
」
へ

の
転

換
が

図
ら

れ
、

そ
の

教
育

の
必

要
性

が
大

き
く
示

さ
れ

た
。

達
成

度
効

果
度

有
効

性

- 13 -



〔
２

－
４

〕

評
価

項
目

特
別

支
援

教
育

の
推

進
細

項
目

中
学

校
特

別
支

援
教

育

差
引

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

○
在

籍
者

数
：
５

名
　

知
的

（
１

）
、

情
緒

（
３

）
、

言
語

（
１

）

方
向

性

有
効

性

平
成

１
９

年
度

か
ら

特
別

の
場

で
指

導
を

行
う

「
特

殊
教

育
」
か

ら
、

障
害

の
あ

る
児

童
生

徒
個

々
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

適
切

な
指

導
及

び
必

要
な

支
援

を
行

う
「
特

別
支

援
教

育
」
へ

の
転

換
が

図
ら

れ
、

そ
の

教
育

の
必

要
性

が
大

き
く
示

さ
れ

た
。

特
別

支
援

学
級

在
籍

生
徒

の
み

な
ら

ず
、

普
通

学
級

在
籍

生
徒

に
も

き
め

細
か

な
指

導
が

行
え

る
よ

う
、

体
制

を
工

夫
し

て
い

る
。

支
援

体
制

が
充

実
し

、
き

め
細

か
な

指
導

が
実

施
さ

れ
る

な
ど

そ
の

効
果

は
大

き
い

。

学
校

に
お

い
て

、
教

育
支

援
委

員
会

や
医

療
機

関
、

福
祉

機
関

な
ど

と
も

連
携

し
、

指
導

の
充

実
を

図
る

。

必
要

性

費
用

対
効

果

効
果

度

Ｂ

6
2
0

評
　

　
　

価

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

3
,7

7
3

3
,1

5
3

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

教
科

指
導

の
難

し
さ

が
あ

る
中

、
特

別
支

援
学

級
で

は
個

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
指

導
が

行
わ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

普
通

学
級

在
籍

対
象

生
徒

の
指

導
に

つ
い

て
学

習
支

援
員

を
配

置
し

て
い

る
が

指
導

体
制

の
整

備
に

お
い

て
工

夫
が

必
要

な
部

分
が

あ
る

。

中
学

校
で

は
、

進
路

を
見

据
え

て
特

別
支

援
学

級
及

び
交

流
学

級
に

お
い

て
教

科
指

導
を

工
夫

し
、

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

指
導

が
行

わ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
特

に
普

通
学

級
に

お
け

る
一

定
の

支
援

が
必

要
な

生
徒

に
対

す
る

指
導

体
制

の
難

し
さ

が
あ

る
。

ま
た

、
生

徒
の

状
況

に
よ

り
個

別
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

更
な

る
体

制
の

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。

加
配

（
平

成
１

５
年

度
～

）
や

平
成

２
３

年
度

か
ら

配
置

さ
れ

た
学

習
支

援
員

と
平

成
２

８
年

度
か

ら
配

置
さ

れ
た

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

町
費

で
配

置
し

、
個

々
に

応
じ

た
支

援
・
指

導
を

行
う

た
め

の
指

導
体

制
の

工
夫

・
充

実
を

図
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ｂ

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

心
身

に
障

害
の

あ
る

生
徒

に
対

し
、

個
々

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

と
と

も
に

指
導

体
制

を
確

立
し

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
又

は
克

服
す

る
た

め
の

適
切

な
特

別
支

援
教

育
を

行
う

。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

指
導

に
よ

り
、

自
立

と
社

会
参

加
を

目
指

し
て

、
心

豊
か

に
た

く
ま

し
く
育

つ
教

育
を

推
進

す
る

。

継
続

予
算

額
決

算
額

概
要

開
始

終
了

*
*
*
*

事
業

年
度

校
内

に
お

い
て

、
Ｌ

Ｄ
（
学

習
障

害
）
等

を
含

む
障

害
の

あ
る

生
徒

に
対

し
、

個
々

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
個

別
の

指
導

計
画

及
び

個
別

の
教

育
支

援
計

画
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

校
内

委
員

会
を

設
置

し
、

校
内

に
お

け
る

全
校

的
な

支
援

体
制

を
整

え
充

実
し

た
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

平
成

２
８

年
度

か
ら

支
援

体
制

充
実

の
た

め
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
配

置
、

令
和

４
年

度
か

ら
は

１
名

増
員

し
支

援
体

制
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

○
費

用
　

：
　

支
援

員
配

置
費

　
1
,4

4
6
千

円
　

　
需

用
費

等
　

1
9
4
千

円
　

　
教

材
備

品
　

8
8
千

円
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〔
２

－
５

〕

評
価

項
目

特
別

支
援

教
育

の
推

進
細

項
目

教
育

支
援

委
員

会

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
率

的
に

委
員

会
の

運
営

が
行

わ
れ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

特
別

支
援

教
育

を
進

め
る

上
で

、
各

機
関

の
関

係
者

が
委

員
と

し
て

参
加

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

情
報

交
換

す
る

と
と

も
に

特
別

支
援

教
育

に
対

す
る

方
策

に
つ

い
て

協
議

・
研

修
を

行
い

実
践

が
進

ん
で

い
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

関
係

機
関

と
の

関
わ

り
の

中
で

、
幼

小
中

の
連

携
、

ス
ム

ー
ズ

な
接

続
を

目
指

す
と

と
も

に
特

に
こ

ど
も

園
や

放
課

後
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

実
践

的
な

活
動

を
目

指
し

、
運

営
方

法
の

改
善

を
図

る
。

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
支

援
体

制
の

整
備

促
進

に
努

め
、

児
童

生
徒

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
指

導
・
支

援
が

行
え

る
体

制
整

備
を

図
る

。

平
成

１
９

年
度

の
協

議
会

設
立

で
、

運
営

の
方

法
等

に
つ

い
て

も
検

討
を

加
え

な
が

ら
進

め
て

き
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
今

後
に

お
い

て
、

上
川

版
個

別
の

支
援

計
画

「
す

く
ら

む
」
の

活
用

な
ど

、
生

涯
に

わ
た

る
個

別
の

支
援

計
画

を
見

据
え

た
活

動
と

な
る

よ
う

、
各

関
係

機
関

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

と
判

定
機

関
と

し
て

の
組

織
強

化
の

た
め

教
育

支
援

委
員

会
へ

の
名

称
及

び
組

織
の

再
編

を
実

施
し

た
。

方
向

性

改
　

　
　

善
　

　
　

策

継
続

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額

4
0

4
0

決
算

額

Ａ
Ａ

有
効

性

概
要

教
育

支
援

委
員

会
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
係

機
関

の
相

談
・
協

力
体

制
を

確
立

し
、

学
校

に
お

け
る

特
別

支
援

教
育

の
充

実
が

図
ら

れ
る

。

個
々

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

学
校

や
関

係
機

関
と

連
携

を
図

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
、

本
町

の
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
相

談
体

制
や

教
育

環
境

整
備

の
た

め
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

必
要

性

○
構

成
機

関
等

　
：
　

各
小

中
学

校
教

員
・
町

福
祉

課
保

健
師

・
な

か
ふ

ら
の

こ
ど

も
園

・
放

課
後

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
そ

よ
か

ぜ
広

場
）
・
学

校
医

・
上

富
良

野
町

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

・
町

教
委

職
員

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

○
委

員
会

活
動

　
：
　

上
川

管
内

の
現

状
、

各
学

校
の

特
別

支
援

教
育

の
状

況
、

各
園

の
状

況
、

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
状

況
、

保
健

師
な

ど
か

ら
の

情
報

提
供

及
び

意
見

交
換

、
養

護
学

校
教

諭
等

に
よ

る
研

修
会

を
実

施
。

○
検

査
・
調

査
　

：
　

就
学

時
（
小

学
校

入
学

）
の

健
康

診
断

＝
医

師
の

診
断

（
内

科
・
歯

科
）
・
視

力
検

査
・
聴

力
検

査
・
知

能
検

査
、

調
査

＝
医

療
機

関
の

診
断

デ
ー

タ
等

の
確

認
・
保

育
所

の
生

活
状

況
・
学

校
の

指
導

状
況

な
ど

○
活

動
費

　
：
　

講
師

謝
金

、
資

料
代

等
　

4
0
千

円
※

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
活

動
費

を
削

減

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

心
身

に
障

害
の

あ
る

幼
児

及
び

児
童

生
徒

へ
の

支
援

の
た

め
の

必
要

な
活

動
を

行
う

。
目

的

心
身

に
障

害
の

あ
る

幼
児

及
び

児
童

生
徒

に
対

し
、

一
人

ひ
と

り
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
又

は
克

服
す

る
た

め
の

適
切

な
指

導
及

び
必

要
な

支
援

を
行

う
た

め
、

教
育

支
援

委
員

会
を

設
置

し
、

学
校

・
関

係
機

関
が

連
携

し
、

調
査

・
研

究
・
研

修
・
支

援
な

ど
の

活
動

を
行

う
。

（
平

成
２

５
年

度
か

ら
適

正
就

学
指

導
委

員
会

と
の

統
合

を
実

施
し

た
。

平
成

３
１

年
改

称
）

達
成

度

評
　

　
　

価

終
了

Ｈ
１

９

開
始

事
業

年
度

0

効
果

度
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〔
３

－
６

〕

評
価

項
目

食
育

の
推

進
細

項
目

食
育

指
導

差
引

有
効

性

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

児
童

生
徒

の
食

に
関

す
る

知
識

と
食

を
選

択
す

る
力

を
習

得
し

、
豊

か
で

健
全

な
食

生
活

を
実

践
で

き
る

人
を

育
て

る
。

目
的

生
き

る
上

で
の

基
本

で
あ

る
食

育
を

、
知

育
、

徳
育

及
び

体
育

の
基

礎
と

な
る

べ
き

も
の

と
位

置
づ

け
、

子
ど

も
の

健
全

な
食

生
活

の
実

現
と

豊
か

な
人

間
形

成
を

図
る

た
め

、
学

校
に

お
け

る
食

育
を

推
進

す
る

。

子
ど

も
の

健
全

な
食

生
活

の
実

現
と

豊
か

な
人

間
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

概
要

事
業

年
度

○
食

事
の

重
要

性
、

食
事

の
喜

び
、

楽
し

さ
を

理
解

す
る

。
○

心
身

の
成

長
や

健
康

の
保

持
増

進
の

上
で

望
ま

し
い

栄
養

や
食

事
の

取
り

方
を

理
解

し
、

自
ら

管
理

し
て

い
く
能

力
を

身
に

つ
け

る
。

○
食

物
の

品
質

及
び

安
全

性
に

つ
い

て
自

ら
判

断
出

来
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

。
○

食
物

を
大

切
に

し
、

食
物

の
生

産
等

に
関

わ
る

人
々

に
感

謝
す

る
心

を
持

つ
。

○
食

事
の

マ
ナ

ー
や

食
事

を
通

じ
た

人
間

関
係

形
成

能
力

を
身

に
つ

け
る

。
○

地
域

の
産

物
、

食
文

化
を

理
解

し
、

尊
重

す
る

心
を

持
つ

。
な

ど

平
成

１
７

年
の

食
育

基
本

法
の

制
定

を
受

け
、

平
成

１
８

年
３

月
に

食
育

推
進

基
本

計
画

が
策

定
さ

れ
、

子
ど

も
の

健
全

な
食

生
活

の
実

現
と

豊
か

な
人

間
形

成
を

図
る

た
め

、
学

校
に

お
け

る
食

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
や

社
会

を
あ

げ
て

子
ど

も
に

対
す

る
食

育
を

積
極

的
に

推
進

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

各
小

中
学

校
で

は
、

教
育

計
画

に
食

育
に

関
す

る
指

導
を

位
置

づ
け

、
年

間
指

導
計

画
を

策
定

し
推

進
し

て
い

る
。

学
校

給
食

時
間

や
教

科
横

断
的

な
学

習
、

町
福

祉
課

の
参

画
や

給
食

セ
ン

タ
ー

の
栄

養
教

員
の

派
遣

に
よ

る
指

導
、

さ
ら

に
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
と

連
携

し
た

行
事

を
通

し
、

以
下

の
視

点
で

指
導

を
行

っ
て

い
る

。

*
*
*
*

*
*
*
*

予
算

額

終
了

Ｈ
１

８
継

続

決
算

額

開
始

各
学

校
に

お
い

て
給

食
時

間
や

教
科

時
間

で
の

食
育

学
習

、
さ

ら
に

Ｐ
Ｔ

Ａ
事

業
な

ど
を

通
し

て
指

導
が

行
わ

れ
実

践
が

進
ん

で
い

る
が

充
分

と
は

言
え

ず
、

更
な

る
給

食
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

方
向

性
上

記
の

必
要

性
に

記
載

の
と

お
り

積
極

的
に

推
進

す
る

。

今
後

の
取

組
み

*
*
*
*

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

達
成

度
効

果
度

必
要

性

今
　

後
　

の
　

課
　

題

各
学

校
で

は
、

教
育

計
画

に
食

育
に

関
す

る
指

導
を

位
置

づ
け

る
と

と
も

に
、

年
間

指
導

計
画

を
策

定
し

指
導

に
当

た
っ

て
い

る
が

、
今

後
も

き
め

細
か

な
指

導
と

家
庭

・
地

域
と

連
携

し
た

体
験

活
動

等
に

よ
り

、
食

生
活

を
含

め
た

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
定

着
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

各
学

校
で

の
教

科
横

断
的

な
指

導
の

取
組

み
を

更
に

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

町
栄

養
士

、
栄

養
教

諭
な

ど
の

派
遣

指
導

や
Ｐ

Ｔ
Ａ

事
業

・
学

社
融

合
推

進
事

業
な

ど
を

積
極

的
に

活
用

し
、

望
ま

し
い

家
庭

で
の

食
習

慣
の

啓
発

を
図

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

Ｂ
Ｂ

費
用

対
効

果
特

に
費

用
を

分
け

て
い

な
い

が
、

学
校

配
当

予
算

の
指

導
経

費
全

体
の

中
で

効
果

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）
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〔
３

－
７

〕

評
価

項
目

食
育

の
推

進
細

項
目

学
校

給
食

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

平
成

２
１

年
度

か
ら

は
富

良
野

広
域

連
合

の
５

市
町

村
の

給
食

事
務

と
し

て
進

め
ら

れ
て

い
る

。
今

ま
で

同
様

に
効

率
的

に
実

施
さ

れ
成

果
を

あ
げ

て
お

り
、

安
心

安
全

な
給

食
の

供
給

が
図

ら
れ

て
い

る
が

地
産

地
消

の
取

り
組

み
な

ど
更

に
広

域
連

合
の

メ
リ

ッ
ト

を
生

か
し

た
運

営
が

求
め

ら
れ

る
。

学
校

給
食

事
務

は
、

平
成

２
１

年
度

か
ら

富
良

野
広

域
連

合
の

事
務

と
し

て
進

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
富

良
野

地
区

１
市

３
町

１
村

が
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

（
３

施
設

）
で

の
業

務
を

行
っ

て
い

る
。

現
在

、
富

良
野

市
・
上

富
良

野
町

・
南

富
良

野
町

の
３

施
設

が
自

賄
い

方
式

で
運

営
し

て
い

る
。

食
材

の
一

括
購

入
、

一
部

の
統

一
メ

ニ
ュ

ー
に

つ
い

て
検

討
し

実
施

し
て

い
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
セ

ン
タ

ー
の

設
備

の
違

い
等

に
よ

る
課

題
が

あ
る

。

今
後

の
課

題
を

念
頭

に
、

今
以

上
の

地
元

食
材

の
確

保
に

向
け

た
取

り
組

み
や

更
な

る
安

心
・
安

全
で

お
い

し
い

給
食

の
提

供
を

追
求

し
て

運
営

さ
れ

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

効
果

度

Ａ

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

昭
和

４
２

年
に

富
良

野
中

富
良

野
学

校
給

食
組

合
が

設
立

さ
れ

、
占

冠
村

を
含

む
３

市
町

村
で

運
営

し
て

い
た

組
合

は
、

平
成

２
１

年
４

月
か

ら
富

良
野

広
域

連
合

に
よ

る
５

市
町

村
の

運
営

と
な

り
、

そ
の

目
的

を
同

じ
く

し
て

事
業

を
ス

タ
ー

ト
し

た
。

効
率

的
な

設
備

投
資

と
適

切
な

給
食

業
務

の
管

理
を

目
指

し
、

安
心

安
全

な
給

食
の

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

食
に

つ
い

て
の

教
育

を
推

進
す

る
。

安
全

・
安

心
な

学
校

給
食

の
提

供
と

食
育

の
推

進
。

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ｂ

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

必
要

性

費
用

対
効

果

児
童

生
徒

へ
の

安
心

安
全

で
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
学

校
給

食
の

提
供

が
不

可
欠

で
あ

る
と

と
も

に
、

食
育

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

学
校

給
食

の
提

供
に

よ
り

、
成

長
に

応
じ

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

栄
養

が
摂

取
さ

れ
る

と
と

も
に

、
食

育
に

関
す

る
授

業
が

展
開

さ
れ

て
い

る
。

給
食

組
合

で
の

業
務

運
営

に
よ

り
、

全
般

的
に

効
率

的
な

学
校

給
食

の
提

供
が

な
さ

れ
て

い
る

。

0

評
　

　
　

価

方
向

性
平

成
２

１
年

度
か

ら
広

域
連

合
の

事
務

と
し

て
進

め
ら

れ
て

い
る

。

有
効

性

3
9
,6

6
7

給
食

費
単

価
　

：
　

小
学

校
１

・
２

年
　

2
7
5
円

、
小

学
校

３
～

６
年

　
2
8
0
円

、
中

学
生

　
3
3
5
円

概
要

本
町

負
担

運
営

費
　

：
　

3
9
,6

6
7
千

円
　

　

※
令

和
２

年
度

よ
り

単
価

改
正

（
一

律
＋

2
0
円

）

広
域

連
合

で
は

、
当

面
の

間
、

こ
れ

ま
で

同
様

に
富

良
野

市
・
中

富
良

野
町

・
占

冠
村

の
３

市
町

村
が

富
良

野
給

食
セ

ン
タ

ー
と

し
て

自
賄

い
方

式
に

よ
り

、
そ

の
設

備
や

給
食

業
務

等
の

経
費

を
そ

れ
ぞ

れ
負

担
し

運
営

し
て

い
る

。
ま

た
、

一
部

同
一

食
材

の
購

入
や

給
食

食
材

の
地

場
産

物
の

積
極

的
活

用
を

図
っ

て
い

る
。

予
算

額

終
了

Ｈ
２

１
事

業
年

度
継

続

決
算

額

開
始

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

3
9
,6

6
7
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〔
４

－
８

〕

評
価

項
目

教
育

相
談

細
項

目
教

育
相

談
事

業

差
引

　
○

費
用

 ：
 報

酬
　

　
2
,2

8
0
千

円

改
　

　
　

善
　

　
　

策

継
続

予
算

額

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

児
童

生
徒

の
悩

み
相

談
の

み
な

ら
ず

、
保

護
者

の
教

育
相

談
や

学
校

教
育

相
談

な
ど

設
置

効
果

が
高

い
。

ま
た

、
幼

児
関

係
の

関
わ

り
に

つ
い

て
も

進
め

て
い

る
。

た
だ

潜
在

的
な

ニ
ー

ズ
に

ど
の

よ
う

に
対

応
し

て
い

く
か

の
課

題
が

あ
る

。Ｂ

い
じ

め
や

不
登

校
の

未
然

防
止

、
早

期
対

応
の

た
め

相
談

員
の

配
置

は
必

要
で

あ
り

、
常

に
適

切
な

相
談

体
制

を
維

持
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

こ
数

年
、

中
学

校
に

お
い

て
休

み
が

ち
な

生
徒

が
散

見
さ

れ
る

状
況

に
あ

り
、

児
童

生
徒

や
保

護
者

の
相

談
と

教
員

の
指

導
に

関
す

る
相

談
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

幼
児

教
育

と
学

校
教

育
に

関
す

る
指

導
相

談
を

継
続

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
。

潜
在

的
な

需
要

も
あ

る
と

思
わ

れ
、

保
護

者
へ

の
認

知
度

を
高

め
る

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

令
和

４
年

度
か

ら
開

設
し

て
い

る
「
学

び
サ

ポ
ー

ト
教

室
」
の

存
在

に
つ

い
て

も
広

く
保

護
者

に
知

っ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。

学
校

訪
問

を
通

し
て

教
職

員
と

の
連

携
と

児
童

生
徒

の
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
子

育
て

支
援

事
業

等
へ

の
参

画
に

よ
り

こ
ど

も
園

等
や

保
護

者
、

幼
児

と
関

わ
り

を
進

め
、

一
層

の
相

談
事

業
の

推
進

を
図

る
。

と
と

も
に

周
知

と
利

用
の

促
進

を
図

る
。

費
用

対
効

果

方
向

性

必
要

性

0
2
,2

8
0

評
　

　
　

価

2
,2

8
0

効
果

度

今
　

後
　

の
　

課
　

題

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

Ａ

今
後

も
重

点
的

に
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

概
要

Ｈ
１

９

開
始

有
効

性

い
じ

め
・
不

登
校

な
ど

の
未

然
防

止
や

早
期

対
応

。

平
成

１
９

年
度

に
郷

土
館

の
１

室
に

教
育

相
談

室
を

開
設

し
、

専
門

相
談

員
が

常
駐

し
て

、
子

ど
も

や
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
学

校
訪

問
に

よ
る

相
談

活
動

や
授

業
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

保
育

所
訪

問
な

ど
幼

小
連

携
に

関
す

る
活

動
や

放
課

後
教

室
・
児

童
館

事
業

と
の

連
携

、
放

課
後

の
学

習
支

援
、

小
中

連
携

な
ど

幅
広

い
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

４
年

度
か

ら
は

試
行

的
に

休
み

が
ち

な
児

童
生

徒
を

対
象

に
定

期
的

に
「
学

び
サ

ポ
ー

ト
教

室
」
を

開
設

し
て

い
る

。
相

談
実

施
状

況
 ：

○
学

校
訪

問
2
1
6
件

 ○
相

談
業

務
2
5
件

（
学

校
・
こ

ど
も

園
）
 ○

学
習

支
援

1
6
7
日

、
延

べ
6
,0

9
9

人
 ○

そ
の

他
3
0
件

（
会

議
等

）

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

事
業

年
度

相
談

員
の

設
置

に
よ

り
、

そ
の

対
応

が
速

や
か

と
な

り
、

学
校

と
の

連
携

に
よ

り
早

期
対

応
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

報
酬

等
の

費
用

は
必

要
と

な
る

が
、

事
業

の
重

要
性

と
有

効
性

か
ら

妥
当

な
も

の
で

あ
る

。

専
門

相
談

員
を

配
置

し
、

い
じ

め
・
不

登
校

や
児

童
生

徒
の

悩
み

相
談

を
は

じ
め

子
育

て
・
教

育
相

談
な

ど
の

窓
口

と
し

て
、

い
じ

め
・
不

登
校

な
ど

の
未

然
防

止
や

、
早

期
対

応
に

よ
り

解
決

へ
の

対
策

を
講

ず
る

。

い
じ

め
・
不

登
校

な
ど

の
未

然
防

止
や

早
期

対
応

。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

決
算

額

終
了
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〔
５

－
９

〕

評
価

項
目

開
か

れ
た

学
校

づ
く
り

細
項

目
学

校
公

開
と

学
校

評
価

差
引

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

開
始

終
了

目
的

教
育

活
動

や
学

校
運

営
の

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
達

成
状

況
や

取
組

の
適

切
さ

等
に

つ
い

て
自

己
評

価
を

行
い

、
さ

ら
に

保
護

者
な

ど
の

学
校

関
係

者
に

よ
る

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
の

公
表

・
説

明
に

よ
り

、
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
組

織
的

・
継

続
的

な
改

善
を

図
る

。
ま

た
、

学
校

の
設

置
者

は
、

学
校

評
価

の
結

果
に

応
じ

、
学

校
に

対
す

る
支

援
や

条
件

整
備

等
の

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
教

育
水

準
の

向
上

を
図

る
。

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

児
童

生
徒

が
よ

り
良

い
学

校
生

活
を

送
れ

る
よ

う
、

学
校

運
営

の
改

善
と

発
展

を
目

指
す

。

評
　

　
　

価

各
小

中
学

校
で

は
、

前
年

度
の

自
己

評
価

や
学

校
関

係
者

評
価

な
ど

を
踏

ま
え

、
重

点
目

標
と

目
標

達
成

に
必

要
な

評
価

項
目

・
指

標
等

を
設

定
し

、
評

価
者

と
し

て
Ｐ

Ｔ
Ａ

や
地

域
住

民
等

に
よ

り
組

織
し

た
学

校
運

営
協

議
会

や
保

護
者

へ
の

重
点

目
標

等
の

説
明

や
授

業
参

観
等

の
学

校
公

開
を

行
う

と
と

も
に

児
童

生
徒

や
保

護
者

等
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

。
評

価
者

や
保

護
者

と
の

意
見

交
換

な
ど

を
行

い
、

年
度

の
最

終
自

己
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
自

己
評

価
を

踏
ま

え
た

改
善

策
を

取
り

ま
と

め
、

報
告

書
を

作
成

。
学

校
運

営
協

議
会

に
よ

る
自

己
評

価
の

評
価

を
行

い
、

こ
れ

ら
の

評
価

結
果

と
改

善
方

策
を

広
く
保

護
者

と
地

域
住

民
に

公
表

す
る

。
　

こ
の

よ
う

に
保

護
者

、
地

域
住

民
等

か
ら

理
解

と
協

力
を

得
て

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

に
よ

り
学

校
づ

く
り

を
進

め
、

教
育

水
準

の
向

上
に

努
め

る
。

〇
費

用
：
学

校
運

営
協

議
会

委
員

謝
礼

4
4
0
千

円
　

運
営

費
補

助
金

　
1
3
0
千

円

概
要

事
業

年
度

予
算

額
決

算
額

H
1
4

継
続

8
1
0

5
7
0

2
4
0

有
効

性
学

校
運

営
の

改
善

に
よ

り
、

児
童

生
徒

が
よ

り
よ

い
教

育
活

動
を

享
受

で
き

る
。

B
B

必
要

性
教

育
活

動
の

成
果

を
検

証
し

、
必

要
な

支
援

・
改

善
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

が
よ

り
よ

い
教

育
活

動
を

享
受

で
き

る
よ

う
学

校
運

営
の

改
善

と
発

展
を

目
指

し
、

教
育

水
準

の
向

上
と

保
証

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

費
用

対
効

果
委

員
謝

礼
と

運
営

費
補

助
金

を
支

出
し

、
各

学
校

の
特

色
を

出
し

た
活

発
な

活
動

を
支

援
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

本
格

的
な

学
校

評
価

を
平

成
２

０
年

度
か

ら
行

っ
て

お
り

、
今

年
度

に
お

い
て

も
評

価
・
改

善
な

ど
を

点
検

、
公

表
し

、
次

年
度

に
向

け
さ

ら
に

内
容

を
検

討
し

実
践

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
方

向
性

各
学

校
で

は
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
お

け
る

取
組

の
中

で
一

層
の

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

。
※

P
D

C
A

：
P

＝
P

la
n
、

D
＝

D
o
、

C
＝

C
h
e
c
k、

A
＝

A
c
ti
o
n

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

学
校

評
価

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
４

年
４

月
に

施
行

さ
れ

た
学

校
設

置
基

準
等

に
お

い
て

、
各

学
校

は
自

己
評

価
の

実
施

と
そ

の
結

果
の

公
表

に
努

め
る

こ
と

と
と

も
に

、
保

護
者

等
に

対
す

る
情

報
提

供
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

行
う

こ
と

と
さ

れ
た

。
さ

ら
に

、
平

成
１

９
年

６
月

に
学

校
教

育
法

、
同

１
０

月
に

学
校

教
育

法
施

行
規

則
の

改
正

に
よ

り
、

自
己

評
価

・
学

校
関

係
者

評
価

の
実

施
・
公

表
、

評
価

結
果

の
設

置
者

へ
の

報
告

に
関

す
る

規
定

が
新

た
に

設
け

ら
れ

た
。

こ
の

規
定

を
受

け
各

学
校

で
は

、
評

価
・
公

表
に

関
し

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

学
校

関
係

者
評

価
委

員
会

等
の

構
成

範
囲

や
規

程
整

備
、

意
見

聴
取

や
評

価
方

法
な

ど
検

討
し

進
め

て
い

る
。

平
成

３
１

年
度

に
町

内
全

校
で

設
置

さ
れ

た
学

校
運

営
協

議
会

に
お

い
て

そ
の

役
割

を
担

っ
て

い
く
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

学
校

運
営

協
議

会
の

機
能

を
有

効
に

活
用

し
各

学
校

間
の

情
報

交
換

や
研

修
機

会
等

に
積

極
的

に
参

加
・
研

鑽
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
や

地
域

関
係

者
と

の
意

見
交

換
を

広
く
行

い
、

よ
り

効
果

的
で

実
効

性
の

あ
る

学
校

公
開

と
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

取
り

組
み

を
積

極
的

に
進

め
て

い
く
。
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〔
６

－
１

０
〕

評
価

項
目

児
童

生
徒

の
安

全
教

育
と

危
機

管
理

細
項

目
児

童
生

徒
の

安
全

教
育

と
安

全
対

策
事

業

差
引

よ
り

一
層

の
活

動
の

推
進

を
図

っ
て

い
く
。

今
　

後
　

の
　

課
　

題

効
果

度

方
向

性

有
効

性

費
用

対
効

果

児
童

生
徒

の
安

全
教

育
の

推
進

と
登

下
校

や
学

校
で

の
安

全
を

図
る

上
で

必
要

性
が

高
い

。

学
校

や
関

係
機

関
等

に
よ

る
教

育
指

導
や

実
践

的
活

動
に

よ
り

効
果

を
上

げ
て

い
る

。
Ｂ

0

*
*
*

事
業

年
度

必
要

性

評
　

　
　

価

開
始

終
了

9
3
0

9
3
0

決
算

額

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

各
学

校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
団

体
な

ど
に

よ
る

交
通

安
全

・
防

犯
指

導
等

の
実

践
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
町

通
学

路
安

全
推

進
会

議
が

設
置

さ
れ

関
係

機
関

の
協

力
が

す
す

ん
で

い
る

が
危

険
箇

所
等

も
あ

る
と

思
わ

れ
る

こ
と

か
ら

さ
ら

に
き

め
細

か
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。

協
議

会
補

助
金

は
、

ポ
ス

タ
ー

展
や

各
学

校
で

の
活

動
費

と
し

て
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
機

械
警

備
の

導
入

に
よ

り
、

外
部

か
ら

の
侵

入
等

に
対

す
る

学
校

施
設

の
安

全
性

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。

Ｂ

今
後

も
学

校
教

育
活

動
の

中
で

児
童

生
徒

の
安

全
教

育
の

推
進

を
図

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

各
学

校
で

行
っ

て
い

る
通

学
路

の
点

検
や

関
係

機
関

と
連

携
し

た
交

通
安

全
教

室
、

教
員

・
保

護
者

に
よ

る
見

守
り

な
ど

、
今

後
も

継
続

し
て

い
く
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

活
動

と
し

て
の

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
や

学
社

融
合

推
進

活
動

と
し

て
の

あ
い

さ
つ

運
動

な
ど

に
よ

り
、

防
犯

効
果

を
高

め
る

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
た

活
動

を
続

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

児
童

生
徒

の
電

子
メ

デ
ィ

ア
の

接
触

時
間

の
長

さ
や

不
適

切
な

使
い

方
、

そ
れ

ら
に

よ
る

生
活

習
慣

の
乱

れ
が

問
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

更
に

保
護

者
へ

の
啓

発
に

も
力

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

継
続

予
算

額

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

概
要

各
学

校
で

は
、

交
通

安
全

教
室

等
に

よ
る

教
育

や
災

害
や

防
犯

に
関

す
る

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
員

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
地

域
団

体
・
交

通
指

導
員

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
に

よ
る

登
下

校
時

の
安

全
指

導
・
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

児
童

生
徒

を
交

通
災

害
か

ら
守

る
会

協
議

会
に

よ
る

安
全

活
動

（
ポ

ス
タ

ー
展

・
各

学
校

事
業

）
を

推
進

し
、

町
生

徒
指

導
連

絡
協

議
会

で
の

指
導

上
の

課
題

と
指

導
内

容
の

検
討

協
議

が
行

わ
れ

て
い

る
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

町
通

学
路

安
全

推
進

会
議

が
設

置
さ

れ
関

係
機

関
の

協
力

の
も

と
、

通
学

の
安

全
確

保
に

係
る

連
携

が
図

ら
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

薬
物

乱
用

に
関

す
る

指
導

や
情

報
モ

ラ
ル

教
育

を
推

進
し

て
い

る
。

○
費

用
　

児
童

生
徒

を
交

通
災

害
か

ら
守

る
会

協
議

会
補

助
金

　
6
3
千

円
、

学
校

警
備

業
務

委
託

　
5
5
3
千

円
、

防
犯

カ
メ

ラ
使

用
料

　
3
1
4
千

円

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

児
童

生
徒

の
安

全
教

育
の

推
進

と
登

下
校

や
学

校
で

の
安

全
を

図
る

。
近

年
、

登
下

校
中

の
児

童
生

徒
の

事
件

・
事

故
、

さ
ら

に
、

薬
物

に
よ

る
事

件
、

ネ
ッ

ト
に

関
す

る
事

件
な

ど
が

多
発

し
大

き
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
児

童
生

徒
の

安
全

教
育

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
安

全
性

の
向

上
や

不
審

者
へ

の
迅

速
な

対
応

と
各

関
係

機
関

・
協

力
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

児
童

生
徒

の
安

全
確

保
を

図
る

。
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〔
７

－
１

１
 〕

評
価

項
目

環
境

整
備

と
安

全
な

学
校

施
設

細
項

目
小

学
校

施
設

維
持

整
備

○
（
手

数
料

）
ボ

イ
ラ

ー
点

検
、

貯
水

槽
清

掃
、

地
下

タ
ン

ク
検

査
、

煤
煙

測
定

な
ど

　
　

2
,5

4
1
千

円

　
　

（
委

託
料

）
室

内
空

気
環

境
測

定
、

消
防

用
設

備
等

点
検

、
電

気
保

安
業

務
な

ど
　

2
,4

9
5
千

円

　
　

（
備

品
購

入
）
刈

払
機

4
5
千

円
差

引
予

算
額

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

学
校

施
設

を
整

備
し

、
安

心
で

安
全

な
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

決
算

額

開
始

1
8
3
,6

3
7

1
8
3
,5

0
3

*
*
*

事
業

年
度

継
続

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

学
校

施
設

の
点

検
を

行
い

、
危

険
・
老

朽
箇

所
の

修
繕

工
事

・
設

備
工

事
等

や
環

境
整

備
業

務
を

実
施

す
る

と
と

も
に

施
設

備
品

等
を

整
備

し
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

各
学

校
施

設
の

修
繕

、
施

設
用

備
品

の
整

備
な

ど
緊

急
性

・
必

要
性

の
高

い
も

の
か

ら
行

っ
て

い
る

。
施

設
の

中
で

は
、

老
朽

化
の

進
ん

で
い

る
も

の
も

あ
り

対
応

が
必

要
と

な
っ

て
く
る

。

学
校

施
設

の
修

繕
で

は
、

特
に

危
険

度
の

高
い

も
の

か
ら

行
っ

て
い

る
が

、
全

学
校

施
設

の
老

朽
度

、
教

育
機

能
の

低
下

な
ど

へ
の

対
応

に
つ

い
て

今
後

の
計

画
を

た
て

る
た

め
平

成
２

７
年

度
学

校
施

設
老

朽
化

対
策

基
本

構
想

作
成

業
務

を
実

施
し

、
専

門
家

に
よ

る
調

査
と

今
後

の
見

通
し

を
整

理
し

た
。

特
に

老
朽

化
の

著
し

い
中

富
小

に
つ

い
て

は
建

築
後

４
０

年
を

目
処

に
改

修
ま

た
は

改
築

を
検

討
す

べ
き

と
の

見
解

が
示

さ
れ

た
た

め
、

令
和

元
年

か
ら

学
校

施
設

老
朽

化
対

策
検

討
委

員
会

を
設

置
し

中
富

良
野

中
学

校
と

施
設

を
一

体
と

し
、

中
富

良
野

中
学

校
敷

地
内

に
建

設
。

令
和

７
年

度
中

の
供

用
開

始
を

目
指

し
実

施
設

計
業

務
を

発
注

し
改

築
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

る
。

現
施

設
：
中

富
小

（
校

舎
S
5
3
・
講

堂
S
5
4
）
、

旭
中

小
（
校

舎
S
5
9
・
講

堂
H

1
0
）
、

宇
文

小
（
校

舎
S
6
0
・
講

堂
H

1
3
）
、

西
中

小
（
校

舎
S
5
7
・
講

堂
H

1
2
）

学
校

施
設

の
老

朽
化

対
策

に
つ

い
て

は
、

相
当

の
財

源
と

計
画

・
実

施
の

時
間

を
必

要
と

す
る

。
第

６
期

ま
ち

づ
く
り

総
合

計
画

の
中

で
新

施
設

を
令

和
７

年
度

供
用

開
始

と
し

て
計

画
し

、
令

和
5
年

度
に

は
改

築
工

事
を

実
施

す
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

方
向

性

有
効

性

1
3
4

評
　

　
　

価

厳
し

い
財

政
状

況
の

中
、

そ
れ

ぞ
れ

の
整

備
の

優
先

性
を

検
討

し
計

画
的

に
実

施
す

る
。

必
要

性

費
用

対
効

果

〇
中

富
良

野
小

学
校

・
中

学
校

改
築

工
事

改
築

事
業

関
連

　
1
6
8
,3

3
4
千

円

概
要

終
了

　
　

（
学

校
用

務
業

務
）
　

7
,9

6
8
千

円
　

　
　

（
修

繕
料

）
　

2
,1

2
0
千

円

点
検

・
整

備
等

委
託

、
施

設
備

品
整

備

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ｂ

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

各
維

持
工

事
・
点

検
業

務
・
備

品
整

備
な

ど
、

必
要

性
の

高
い

も
の

か
ら

実
施

し
て

い
る

。

教
育

環
境

の
整

備
と

し
て

有
効

性
が

高
い

。

施
工

方
法

や
業

務
内

容
な

ど
を

検
討

し
、

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
効

果
的

な
執

行
と

な
っ

て
い

る
。

効
果

度

Ｂ
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〔
７

－
１

２
 〕

評
価

項
目

環
境

整
備

と
安

全
な

学
校

施
設

細
項

目
中

学
校

施
設

維
持

整
備

○
（
手

数
料

）
ボ

イ
ラ

ー
点

検
、

貯
水

槽
清

掃
、

地
下

タ
ン

ク
検

査
、

煤
煙

測
定

な
ど

　
　

2
2
9
千

円

　
　

（
委

託
料

）
室

内
空

気
環

境
測

定
、

消
防

用
設

備
等

点
検

、
電

気
保

安
業

務
な

ど
　

2
,0

6
1
千

円

差
引

教
育

環
境

の
整

備
と

し
て

有
効

性
が

高
い

。

学
校

施
設

の
修

繕
で

は
、

特
に

危
険

度
の

高
い

も
の

か
ら

行
っ

て
い

る
が

、
全

学
校

施
設

の
老

朽
度

、
教

育
機

能
の

低
下

な
ど

へ
の

対
応

に
つ

い
て

今
後

の
計

画
を

た
て

る
た

め
平

成
２

７
年

度
学

校
施

設
老

朽
化

対
策

基
本

構
想

作
成

業
務

を
実

施
し

、
専

門
家

に
よ

る
調

査
と

今
後

の
見

通
し

を
整

理
し

た
。

特
に

老
朽

化
の

著
し

い
中

富
中

に
つ

い
て

は
建

築
後

４
０

年
を

目
処

に
改

修
ま

た
は

改
築

を
検

討
す

べ
き

と
の

見
解

が
示

さ
れ

た
た

め
、

令
和

元
年

か
ら

学
校

施
設

老
朽

化
対

策
検

討
委

員
会

を
設

置
し

中
富

良
野

小
学

校
と

施
設

を
一

体
と

し
、

中
富

良
野

中
学

校
敷

地
内

に
建

設
。

令
和

７
年

度
中

の
供

用
開

始
を

目
指

し
実

施
設

計
業

務
を

発
注

し
改

築
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

る
。

現
施

設
：
中

富
中

（
校

舎
S
5
5
・
講

堂
S
6
2
）

点
検

・
整

備
等

委
託

、
施

設
備

品
整

備

事
業

年
度

*
*
*
*

継
続

予
算

額

5
2
1

　
　

（
備

品
購

入
費

）
R

4
な

し

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

各
学

校
施

設
の

修
繕

、
施

設
用

備
品

の
整

備
な

ど
緊

急
性

・
必

要
性

の
高

い
も

の
か

ら
行

っ
て

い
る

。
施

設
の

中
で

は
、

老
朽

化
の

進
ん

で
い

る
も

の
も

あ
り

対
応

が
必

要
と

な
っ

て
く
る

。
方

向
性

必
要

性

厳
し

い
財

政
状

況
の

中
、

そ
れ

ぞ
れ

の
整

備
の

優
先

性
を

検
討

し
計

画
的

に
実

施
す

る
。

学
校

施
設

の
老

朽
化

対
策

に
つ

い
て

は
、

相
当

の
財

源
と

計
画

・
実

施
の

時
間

を
必

要
と

す
る

。
第

６
期

ま
ち

づ
く
り

総
合

計
画

の
中

で
新

施
設

を
令

和
７

年
度

供
用

開
始

と
し

て
計

画
し

、
令

和
5
年

度
に

は
改

築
工

事
を

実
施

す
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

概
要

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

決
算

額

終
了

開
始

5
,6

4
4

5
,1

2
3

〇
中

富
良

野
小

学
校

・
中

学
校

改
築

工
事

改
築

事
業

関
連

は
、

7
-
1
1
小

学
校

施
設

維
持

整
備

に
計

上

　
　

（
学

校
用

務
業

務
）
　

2
,0

2
6
千

円
　

（
修

繕
料

）
　

8
0
7
千

円
　

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

学
校

施
設

の
点

検
を

行
い

、
危

険
・
老

朽
箇

所
の

修
繕

工
事

・
設

備
工

事
等

や
環

境
整

備
業

務
を

実
施

す
る

と
と

も
に

施
設

備
品

等
を

整
備

し
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

学
校

施
設

を
整

備
し

、
安

心
で

安
全

な
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

費
用

対
効

果
施

工
方

法
や

業
務

内
容

な
ど

を
検

討
し

、
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
果

的
な

執
行

と
な

っ
て

い
る

。

今
　

後
　

の
　

課
　

題

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

有
効

性
Ｂ

Ｂ

効
果

度

評
　

　
　

価

維
持

工
事

・
点

検
業

務
・
備

品
整

備
な

ど
、

必
要

性
の

高
い

も
の

か
ら

実
施

し
て

い
る

。
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〔
７

－
１

３
〕

評
価

項
目

環
境

整
備

と
安

全
な

学
校

施
設

細
項

目
小

学
校

教
材

用
備

品
整

備

差
引

効
果

的
な

教
科

指
導

を
行

う
た

め
、

教
育

機
器

や
教

科
教

材
備

品
を

整
備

す
る

。
教

育
機

器
や

教
材

備
品

の
整

備
を

行
い

効
果

的
な

教
科

指
導

を
推

進
。

費
用

対
効

果

概
要

　
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ
関

連
ソ

フ
ト

：
　

1
,0

2
0
千

円

図
書

費
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
か

ら
段

階
的

に
増

額
し

て
き

た
が

蔵
書

冊
数

が
基

準
に

達
し

て
き

て
い

る
。

H
2
0
～

6
0
0
　

H
2
1
～

9
0
0
　

H
2
2
～

1
,2

0
0
　

H
2
3
・
2
4
～

2
,0

0
0
　

H
2
5
～

2
,4

0
0
　

H
2
6
～

2
,0

0
0
　

H
2
7
・
2
8
～

1
,9

0
0

H
2
9
～

1
,8

0
0
　

H
3
0
～

1
,5

0
0
　

R
1
～

1
,4

2
0
（
H

2
8
か

ら
地

域
振

興
基

金
（
ふ

る
さ

と
納

税
）
を

充
当

）

必
要

性

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

教
科

指
導

を
行

う
上

で
教

材
用

の
備

品
は

必
要

性
の

高
い

も
の

で
あ

る
。

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

方
向

性

有
効

性

5
,1

8
7

今
後

も
年

次
的

に
各

教
科

毎
の

教
材

や
教

育
機

器
を

整
備

し
効

果
的

な
指

導
を

図
る

。

5
1
3

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

一
般

教
材

備
品

の
ほ

か
図

書
費

を
増

額
し

て
き

た
が

蔵
書

冊
数

が
基

準
に

達
し

て
き

て
い

る
。

今
後

も
教

材
備

品
の

効
果

的
な

整
備

・
更

新
が

必
要

。

基
礎

学
力

の
定

着
に

は
、

読
解

力
が

基
本

と
な

る
こ

と
か

ら
、

読
書

習
慣

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

た
め

に
も

、
学

校
図

書
の

充
実

及
び

効
果

的
な

学
校

図
書

館
の

運
営

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

Ｇ
ＩＧ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
で

配
備

さ
れ

た
一

人
一

台
端

末
に

つ
い

て
今

後
、

維
持

管
理

、
更

新
に

つ
い

て
も

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

引
き

続
き

学
校

図
書

の
整

備
・
充

実
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
学

校
配

分
予

算
の

維
持

を
図

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

今
　

後
　

の
　

課
　

題

B
指

導
方

法
に

合
わ

せ
た

教
材

備
品

の
利

用
に

よ
り

指
導

効
果

が
高

く
な

る
。

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
、

年
次

的
に

整
備

し
、

有
効

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

年
次

的
に

各
教

科
毎

の
教

材
や

教
育

機
器

を
整

備
。

事
業

年
度

継
続

終
了

開
始

決
算

額
事

業
費

（
単

位
：
千

円
）

　
一

般
教

材
備

品
　

：
　

1
,3

8
7
千

円
　

　
図

　
書

　
：
　

1
,4

1
3
千

円
　

　
児

童
机

・
椅

子
　

：
　

8
5
4
千

円

*
*
*
*

4
,6

7
4

予
算

額

効
果

度

B

評
　

　
　

価
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〔
７

－
１

４
〕

評
価

項
目

環
境

整
備

と
安

全
な

学
校

施
設

細
項

目
中

学
校

教
材

用
備

品
整

備

差
引

評
　

　
　

価
検

　
　

証
　

　
内

　
　

容

決
算

額

　
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾀ
関

連
ソ

フ
ト

：
　

4
1
7
千

円

　
一

般
教

材
備

品
　

：
　

4
9
5
千

円
　

　
　

図
書

　
：
　

3
5
0
千

円
　

　
　

吹
奏

楽
楽

器
　

：
　

3
5
7
千

円

予
算

額

1
1
7

1
,7

3
6

1
,6

1
9

今
　

後
　

の
　

課
　

題

B

効
果

度

Ｂ

今
後

も
年

次
的

に
各

教
科

毎
の

教
材

や
教

育
機

器
を

整
備

し
効

果
的

な
指

導
を

図
る

。

教
科

指
導

を
行

う
上

で
教

材
用

備
品

の
整

備
は

必
要

性
の

高
い

も
の

で
あ

る
。

指
導

方
法

に
合

わ
せ

た
教

材
備

品
の

利
用

に
よ

り
指

導
効

果
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

一
般

教
材

備
品

の
ほ

か
図

書
費

を
増

額
し

て
き

た
が

蔵
書

冊
数

が
基

準
に

達
し

て
き

て
い

る
。

今
後

も
教

材
備

品
の

効
果

的
な

整
備

・
更

新
が

必
要

。

基
礎

学
力

の
定

着
に

は
、

読
解

力
が

基
本

と
な

る
こ

と
か

ら
、

読
書

習
慣

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

た
め

に
も

、
学

校
図

書
の

充
実

及
び

効
果

的
な

学
校

図
書

館
の

運
営

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

Ｇ
ＩＧ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
で

配
備

さ
れ

た
一

人
一

台
端

末
に

つ
い

て
今

後
、

維
持

管
理

、
更

新
に

つ
い

て
も

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

必
要

性

引
き

続
き

学
校

図
書

の
整

備
・
充

実
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
学

校
配

分
予

算
の

維
持

を
図

る
。

費
用

対
効

果

改
　

　
　

善
　

　
　

策

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

方
向

性

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
、

年
次

的
に

整
備

し
、

有
効

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

有
効

性

概
要

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

継
続

終
了

効
果

的
な

教
科

指
導

を
行

う
た

め
、

教
育

機
器

や
教

科
教

材
備

品
を

整
備

す
る

。
教

育
機

器
や

教
材

備
品

の
整

備
に

よ
る

効
果

的
な

教
科

指
導

の
推

進
。

開
始

事
業

年
度

*
*
*

年
次

的
に

各
教

科
毎

の
教

材
や

楽
器

を
整

備
。

図
書

費
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
か

ら
段

階
的

に
増

額
し

て
き

た
が

蔵
書

冊
数

が
基

準
に

達
し

て
き

て
い

る
。

H
2
0
～

1
5
0
　

H
2
1
～

2
2
5
　

H
2
2
～

3
0
0
　

H
2
3
・
2
4
～

5
0
0
　

H
2
5
～

7
0
0
　

H
2
6
・
2
7
・
2
8
～

5
0
0
　

H
2
9
～

4
5
0
　

H
3
0
～

3
5
0

（
H

2
8
か

ら
地

域
振

興
基

金
（
ふ

る
さ

と
納

税
）
を

充
当

）
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〔
８

－
１

５
〕

評
価

項
目

国
際

理
解

教
育

の
推

進
細

項
目

外
国

語
指

導
助

手
配

置
事

業

差
引

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
に

よ
り

、
平

成
２

３
年

度
か

ら
小

学
５

・
６

年
生

に
外

国
語

活
動

が
完

全
実

施
さ

れ
た

。
更

に
令

和
２

年
度

の
新

学
習

指
導

要
領

改
訂

か
ら

「
小

３
か

ら
の

必
修

化
」
「
小

５
か

ら
の

教
科

化
」
さ

れ
た

。
A

L
T
に

つ
い

て
も

教
科

と
し

て
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

へ
の

対
応

の
課

題
で

あ
っ

た
が

今
の

と
こ

ろ
ス

ム
ー

ズ
に

移
行

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

小
中

学
校

間
の

派
遣

調
整

を
行

い
指

導
を

進
め

て
い

く
が

、
各

学
校

の
指

導
計

画
に

合
わ

せ
た

よ
り

効
果

的
な

指
導

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
積

極
的

な
態

度
等

を
育

成
す

る
た

め
に

は
、

外
国

語
指

導
助

手
の

派
遣

は
有

効
で

あ
る

。

小
学

校
に

お
け

る
外

国
語

（
活

動
）
が

完
全

実
施

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

今
ま

で
以

上
に

ネ
イ

テ
ィ

ブ
ス

ピ
ー

カ
ー

の
指

導
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
効

果
が

大
き

く
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

A

今
　

後
　

の
　

課
　

題

生
涯

に
わ

た
る

外
国

語
学

習
の

基
礎

を
培

う
た

め
に

継
続

し
て

実
施

す
る

。

終
了

外
国

語
指

導
助

手
を

1
名

、
H

3
0
よ

り
外

国
語

支
援

員
を

１
名

採
用

し
、

各
小

学
校

と
中

学
校

に
派

遣
し

て
中

学
校

の
英

語
教

育
、

小
学

校
の

外
国

語
（
活

動
）
や

総
合

的
な

学
習

の
時

間
（
国

際
理

解
教

育
な

ど
）
に

活
用

す
る

。

中
学

校
で

は
英

語
科

担
当

教
諭

の
補

助
者

と
し

て
発

音
や

英
会

話
等

の
指

導
を

行
い

、
小

学
校

で
は

初
歩

的
な

英
語

活
動

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

国
際

理
解

教
育

の
充

実
を

図
る

。
予

算
額

事
業

年
度

継
続

必
要

性

費
用

対
効

果

概
要

6
,1

2
9

開
始

国
際

化
進

展
し

て
い

る
今

日
、

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
に

国
際

的
な

視
野

を
持

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

派
遣

状
況

　
：
　

中
学

校
～

週
1
5
時

間
程

度
　

　
小

学
校

～
週

2
0
時

間
程

度

○
費

用
　

：
　

報
酬

 5
,7

3
6
千

円
　

　
旅

費
 0

千
円

　
5
,7

3
6

Ａ

決
算

額

Ｈ
７

3
9
3

評
　

　
　

価

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

英
語

に
な

れ
親

し
み

、
日

常
会

話
や

外
国

の
文

化
、

生
活

、
習

慣
な

ど
を

学
ぶ

た
め

に
、

外
国

語
指

導
助

手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
を

小
・
中

学
校

に
派

遣
し

、
英

語
力

の
向

上
と

国
際

理
解

教
育

の
充

実
を

図
る

。

児
童

生
徒

が
英

語
を

理
解

し
、

表
現

す
る

基
礎

能
力

を
養

う
と

と
も

に
、

外
国

文
化

や
生

活
習

慣
を

学
び

、
国

際
理

解
教

育
の

充
実

を
図

る
。

方
向

性

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

現
在

の
Ａ

Ｌ
Ｔ

は
平

成
2
8
年

5
月

採
用

。
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ピ

ー
カ

ー
と

し
て

の
指

導
経

験
が

豊
富

で
、

日
本

語
能

力
が

あ
り

、
小

学
校

に
お

い
て

も
ス

ム
ー

ズ
な

授
業

を
展

開
で

き
て

い
る

。
外

国
語

支
援

員
は

海
外

で
の

生
活

経
験

も
あ

り
英

語
力

、
指

導
力

が
高

い
２

名
と

も
特

別
活

動
や

学
校

行
事

に
も

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。

有
効

性

効
果

度

各
学

校
の

指
導

計
画

に
基

づ
き

、
小

中
学

校
間

の
派

遣
調

整
を

行
い

、
よ

り
効

果
的

な
指

導
体

制
を

構
築

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策
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〔
９

－
１

６
〕

評
価

項
目

部
活

動
の

推
進

細
項

目
部

活
動

等
生

徒
運

送
業

務
（
中

学
校

）

差
引

終
了

評
　

　
　

価

*
*
*
*

*
*
*
*

継
続

決
算

額

*
*
*
*

開
始

事
業

年
度

*
*
*
*

概
要

　
町

所
有

の
バ

ス
に

よ
り

運
転

を
令

和
３

年
度

よ
り

町
職

員
に

て
実

施
。

○
部

活
動

終
了

時
に

合
わ

せ
、

帰
宅

用
の

通
学

バ
ス

を
運

行
す

る
（
H

２
３

年
度

よ
り

通
年

、
２

路
線

）
。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

有
効

性

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

冬
期

間
に

限
ら

ず
部

活
動

終
了

後
の

帰
路

の
バ

ス
運

行
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

生
徒

の
通

学
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

、
部

活
動

に
安

心
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

成
果

を
あ

げ
て

い
る

。

Ａ

遠
距

離
通

学
生

徒
の

帰
宅

時
の

安
全

確
保

と
利

便
性

を
図

る
上

で
必

要
性

が
高

い
。

通
年

で
バ

ス
を

運
行

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
徒

が
安

心
し

て
部

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

効
果

度

方
向

性

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

町
職

員
の

運
行

と
し

、
効

率
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

必
要

性

費
用

対
効

果

帰
宅

が
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
終

了
後

と
な

る
部

活
動

生
徒

等
の

交
通

手
段

を
確

保
す

る
た

め
、

専
用

バ
ス

を
運

行
し

、
遠

距
離

通
学

生
徒

の
通

学
の

安
全

と
利

便
性

を
高

め
、

円
滑

な
教

育
活

動
の

推
進

を
図

る
。

部
活

動
生

徒
等

の
専

用
バ

ス
運

行
に

よ
る

安
全

で
円

滑
な

教
育

活
動

の
推

進
。

部
活

動
後

の
生

徒
の

帰
路

の
利

便
性

・
安

全
性

を
考

慮
し

今
後

も
継

続
実

施
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

も
継

続
実

施
す

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

今
　

後
　

の
　

課
　

題

予
算

額
　

年
間

運
行

日
数

　
：
　

　
1
7
5
日

×
2
便

＝
3
5
0
回

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

Ａ
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〔
１

０
－

１
７

〕

評
価

項
目

就
学

援
助

細
項

目
児

童
生

徒
就

学
援

助
費

事
業

差
引

継
続

認
定

者
数

：
　

3
7
世

帯
　

6
2
名

　
（
　

小
学

生
　

4
0
名

　
　

中
学

生
　

2
2
名

　
）

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ａ

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

憲
法

、
教

育
基

本
法

等
に

よ
り

、
等

し
く
教

育
を

受
け

る
権

利
を

保
証

し
、

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

必
要

な
支

援
を

行
う

こ
と

を
規

定
し

て
い

る
。

援
助

を
行

う
こ

と
に

よ
り

保
護

者
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

、
対

象
児

童
生

徒
の

円
滑

な
教

育
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

一
定

の
基

準
に

よ
る

援
助

に
よ

り
効

果
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

効
果

度

Ａ

予
算

額

有
効

性

1
,3

6
9

評
　

　
　

価

今
後

も
目

的
に

沿
っ

て
適

切
に

実
施

し
て

い
く
。

必
要

性

費
用

対
効

果

平
成

2
9
年

度
か

ら
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

を
入

学
前

支
給

と
し

た
。

（
小

学
生

　
5
名

　
中

学
生

　
5
名

）
　

概
要

終
了

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

就
学

援
助

費
の

支
給

に
よ

り
円

滑
な

教
育

活
動

が
な

さ
れ

て
い

る
。

年
度

当
初

の
各

学
校

に
お

け
る

給
食

費
や

修
学

旅
行

費
の

徴
収

事
務

手
続

き
等

に
支

障
が

出
な

い
よ

う
、

早
期

の
認

定
が

必
要

で
あ

る
。

年
度

途
中

の
申

請
も

可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

旨
の

周
知

を
徹

底
す

る
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ま
で

同
様

に
学

校
を

通
じ

て
制

度
の

周
知

を
す

る
と

と
も

に
、

所
得

等
の

調
査

に
一

定
の

時
間

を
要

す
る

が
、

学
校

・
税

務
・
福

祉
等

関
係

部
署

と
の

連
携

に
よ

り
、

早
期

の
認

定
・
支

給
に

努
め

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

方
向

性

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

経
済

的
理

由
に

よ
っ

て
就

学
困

難
な

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
就

学
に

関
す

る
費

用
を

援
助

し
、

就
学

費
用

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

に
よ

り
就

学
奨

励
を

図
り

、
義

務
教

育
の

円
滑

な
実

施
に

資
す

る
。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

経
済

的
理

由
に

よ
っ

て
就

学
困

難
な

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

費
用

の
援

助
を

行
い

、
義

務
教

育
の

円
滑

な
実

施
を

図
る

。

文
科

省
の

認
定

要
項

に
準

じ
た

基
準

に
よ

り
認

定
し

た
要

保
護

及
び

準
要

保
護

の
保

護
者

へ
の

援
助

。
給

食
費

・
修

学
旅

行
費

・
校

外
活

動
費

は
実

費
と

し
、

そ
の

他
の

費
用

は
国

の
単

価
を

基
本

と
し

て
町

基
準

額
に

よ
り

算
定

し
支

給
す

る
。

決
算

額

開
始

8
,6

6
8

7
,2

9
9

*
*
*
*

事
業

年
度

支
給

費
目

：
学

校
給

食
費

、
修

学
旅

行
費

、
学

用
品

費
、

校
外

活
動

費
、

・
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

・
体

育
実

技
用

具
費

・
ク

ラ
ブ

活
動

費
・
生

徒
会

費
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
費

の
う

ち
児

童
生

徒
個

々
に

対
象

と
な

る
費

目
を

支
給
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〔
１

１
－

１
８

〕

評
価

項
目

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

細
項

目
児

童
生

徒
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
事

業

差
引

5
7
8

*
*
*
*

継
続

支
給

費
目

：
学

校
給

食
費

、
修

学
旅

行
費

、
学

用
品

費
、

校
外

活
動

費
、

・
新

入
学

児
童

生
徒

学
用

品
費

・
 体

育
実

技
用

具
　

　
　

　
　

　
 費

の
う

ち
児

童
生

徒
個

々
に

対
象

と
な

る
費

目
を

支
給

。
予

算
額

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

要
保

護
及

び
準

要
保

護
者

と
し

て
認

定
し

た
者

以
外

の
特

別
支

援
学

級
に

就
学

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

の
う

ち
一

定
の

所
得

額
以

内
の

者
に

対
し

、
下

記
の

費
目

に
つ

い
て

要
・
準

要
保

護
者

の
２

分
の

１
の

額
を

支
給

。

決
算

額

開
始

1
,1

9
9

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

町
内

小
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
へ

の
就

学
の

特
殊

事
情

に
か

ん
が

み
、

同
学

級
に

就
学

す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

に
必

要
な

経
費

の
一

部
を

支
給

し
、

特
別

支
援

教
育

の
充

実
を

図
る

。

特
別

支
援

学
級

に
就

学
す

る
児

童
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

を
交

付
し

、
特

別
支

援
教

育
の

振
興

に
資

す
る

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

支
援

費
の

交
付

に
よ

り
円

滑
な

教
育

活
動

が
な

さ
れ

て
い

る
。

年
度

当
初

の
各

学
校

に
お

け
る

給
食

費
や

修
学

旅
行

費
の

徴
収

事
務

手
続

き
等

に
支

障
が

出
な

い
よ

う
、

早
期

の
認

定
が

必
要

で
あ

る
。

年
度

途
中

の
申

請
も

可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

旨
の

周
知

を
徹

底
す

る
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ま
で

同
様

に
学

校
を

通
じ

て
制

度
の

周
知

を
す

る
と

と
も

に
、

所
得

等
の

調
査

に
一

定
の

時
間

を
要

す
る

が
、

学
校

・
税

務
・
福

祉
等

関
係

部
署

と
の

連
携

に
よ

り
、

早
期

の
認

定
・
支

給
に

努
め

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

方
向

性

有
効

性

必
要

性

費
用

対
効

果

概
要

終
了

認
定

者
数

：
　

1
4
世

帯
　

1
5
名

　
（
　

小
学

生
　

1
3
名

　
　

　
中

学
生

　
2
名

）

事
業

年
度

6
2
1

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ａ

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

特
別

支
援

学
校

へ
の

就
学

奨
励

に
関

す
る

法
律

の
趣

旨
に

準
じ

、
就

学
の

特
殊

事
情

を
踏

ま
え

特
別

支
援

学
級

の
児

童
生

徒
に

支
援

を
行

い
、

特
別

支
援

教
育

の
振

興
を

図
る

こ
と

が
必

要
。

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

保
護

者
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

、
対

象
児

童
の

円
滑

な
特

別
支

援
教

育
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

一
定

の
基

準
に

よ
る

支
援

に
よ

り
、

交
付

額
の

２
分

の
１

以
内

の
国

の
補

助
金

を
受

け
な

が
ら

効
果

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

効
果

度

Ａ

評
　

　
　

価

今
後

も
目

的
に

沿
っ

て
支

援
事

業
を

実
施

し
て

い
く
。
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〔
１

２
－

１
９

〕

評
価

項
目

奨
学

資
金

貸
付

細
項

目
奨

学
資

金
貸

付
事

業

差
引

方
向

性

有
効

性

修
学

意
欲

の
あ

る
者

に
対

し
経

済
的

支
援

を
行

い
、

有
能

な
人

材
を

育
成

す
る

上
で

必
要

性
が

高
い

。

経
済

不
況

の
中

、
無

利
息

の
貸

付
制

度
は

修
学

困
難

者
へ

の
支

援
と

し
て

有
効

性
が

高
い

。

人
材

を
育

成
す

る
効

果
と

し
て

大
き

く
期

待
で

き
る

。

今
後

も
期

待
さ

れ
る

制
度

で
あ

り
継

続
す

る
。

必
要

性

費
用

対
効

果

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

町
内

の
優

秀
な

生
徒

、
学

生
で

経
済

的
理

由
に

よ
り

修
学

困
難

な
者

に
対

し
、

奨
学

資
金

の
貸

付
を

行
い

、
教

育
の

機
会

均
等

を
図

り
有

能
な

人
材

を
育

成
す

る
。

修
学

困
難

者
へ

の
奨

学
資

金
貸

付
け

に
よ

る
人

材
育

成
。

事
業

年
度

令
和

３
年

度
貸

付
者

数
　

：
　

大
学

等
6
名

　
高

校
0
名

　

開
始

終
了

優
秀

な
生

徒
、

学
生

で
経

済
的

理
由

に
よ

り
修

学
困

難
な

者
で

、
高

等
学

校
、

高
等

専
門

学
校

、
専

修
学

校
、

大
学

及
び

こ
れ

に
準

ず
る

学
校

に
入

学
ま

た
は

、
在

学
中

の
者

を
対

象
。

○
学

力
：
中

学
3
学

年
・
高

校
3
学

年
の

成
績

ま
た

は
主

要
5
教

科
の

成
績

＝
3
.5

以
上

　
○

世
帯

の
所

得
：
日

本
学

生
支

援
機

構
の

所
得

上
限

額
以

下
　

○
貸

付
金

額
：
高

等
学

校
・
高

等
専

門
学

校
＝

月
額

1
万

5
千

円
以

内
、

大
学

・
短

期
大

学
・
専

修
学

校
＝

月
額

4
万

円
以

内
　

○
無

利
息

　
○

返
済

：
貸

付
期

間
の

3
倍

の
期

間
以

内
0

評
　

　
　

価

効
果

度

Ａ

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

の
取

組
み

達
成

度

（
理

由
・
説

明
）

修
学

の
資

金
と

し
て

有
効

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
後

の
修

学
状

況
に

お
い

て
も

良
好

で
あ

る
。

ま
た

、
償

還
に

お
い

て
も

順
調

に
経

過
し

て
い

る
。

制
度

利
用

の
促

進
を

図
る

た
め

、
平

成
２

４
年

１
月

に
返

済
期

間
の

延
長

（
２

倍
か

ら
３

倍
へ

）
・
保

証
人

の
要

件
緩

和
・
貸

付
対

象
の

拡
大

（
大

学
院

生
）
・
受

付
期

間
の

拡
大

な
ど

、
条

例
・
規

則
の

改
正

を
お

こ
な

い
、

平
成

２
４

年
度

貸
付

分
か

ら
適

用
し

て
い

る
。

今
後

も
国

の
動

向
を

注
視

し
な

が
ら

、
認

定
条

件
の

緩
和

や
償

還
支

援
策

な
ど

利
用

し
や

す
い

制
度

に
な

る
よ

う
検

討
が

必
要

に
な

る
。

町
広

報
、

補
助

金
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

に
よ

る
保

護
者

へ
の

情
報

提
供

を
今

後
も

継
続

し
て

行
う

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

今
　

後
　

の
　

課
　

題

Ａ

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

推
進

目
標

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

目
的

概
要

2
,7

6
0

2
,7

6
0

Ｈ
１

６

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

継
続

予
算

額
決

算
額
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〔
１

３
－

２
０

〕

評
価

項
目

教
職

員
研

修
細

項
目

教
職

員
研

究
・
研

修
関

係
助

成
事

業

差
引

目
的

○
研

究
会

全
体

運
営

費
：
2
6
2
千

円
（
う

ち
町

補
助

金
 0

千
円

）
※

コ
ロ

ナ
に

よ
り

活
動

縮
小

の
た

め
補

助
金

申
請

な
し

事
業

年
度

*
*
*
*

開
始

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

を
図

る
研

修
活

動
の

推
進

。
本

町
教

職
員

の
研

究
・
研

修
活

動
団

体
で

あ
る

町
教

育
研

究
会

及
び

町
へ

き
地

・
複

式
教

育
研

究
連

盟
に

対
し

、
運

営
費

等
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
活

発
な

研
究

活
動

を
促

し
、

教
職

員
個

々
の

資
質

能
力

の
向

上
に

資
す

る
。

2
5

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額

0

終
了

継
続

教
職

員
の

研
修

活
動

は
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
の

活
動

費
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

会
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

と
と

も
に

、
運

営
費

用
の

充
実

は
研

修
意

欲
の

高
揚

と
研

究
活

動
の

深
化

・
充

実
が

図
ら

れ
る

。
達

成
度

○
主

な
活

動
：
各

班
独

自
の

研
究

活
動

、
研

究
発

表
大

会
、

富
良

野
地

区
研

究
大

会
、

文
化

発
表

会
な

ど

概
要

中
富

良
野

町
教

育
研

究
会

は
本

町
小

中
学

校
の

教
職

員
全

員
で

構
成

さ
れ

て
い

る
団

体
。

決
算

額

○
連

盟
全

体
運

営
費

：
5
4
千

円
（
う

ち
町

補
助

金
  

2
5
千

円
）
※

コ
ロ

ナ
に

よ
り

活
動

縮
小

町
へ

き
地

・
複

式
教

育
研

究
連

盟
は

本
町

周
辺

へ
き

地
小

学
校

３
校

で
構

成
さ

れ
て

い
る

団
体

効
果

度

2
5

今
　

後
　

の
　

課
　

題

今
後

に
お

い
て

も
同

様
に

両
団

体
に

対
し

運
営

費
助

成
を

行
う

。

（
理

由
・
説

明
）

町
の

各
教

育
研

究
団

体
の

活
動

を
支

え
、

教
職

員
の

研
修

意
欲

の
高

揚
と

資
質

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。

○
主

な
活

動
：
集

合
学

習
、

合
同

修
学

旅
行

、
町

へ
き

複
研

修
会

及
び

研
究

大
会

、
道

・
上

川
研

究
大

会
な

ど

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

有
効

性
両

団
体

と
も

運
営

は
順

調
に

行
わ

れ
て

い
る

。

必
要

性

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

Ａ
Ａ

費
用

対
効

果
概

要
の

運
営

費
を

も
っ

て
、

様
々

な
研

究
・
研

修
活

動
や

各
行

事
へ

の
協

力
な

ど
積

極
的

運
営

と
な

っ
て

い
る

。

方
向

性

今
後

の
取

組
み

教
職

員
の

研
修

・
研

鑽
の

場
と

し
て

の
町

教
育

研
究

団
体

へ
の

助
成

を
行

い
、

研
修

活
動

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
新

学
習

指
導

要
領

や
Ｇ

ＩＧ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

の
実

現
に

向
け

た
更

な
る

研
究

・
研

修
体

制
の

強
化

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

今
後

と
も

運
営

費
助

成
を

継
続

す
る

。
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〔
１

４
－

２
１

〕

評
価

項
目

通
学

費
等

補
助

細
項

目
高

等
学

校
通

学
費

等
補

助
事

業

差
引

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

　
学

校
教

育
係

推
進

目
標

通
学

費
や

下
宿

費
等

に
か

か
る

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
、

生
徒

の
修

学
機

会
の

確
保

に
努

め
る

。
目

的
中

富
良

野
町

に
住

所
を

有
す

る
高

等
学

校
等

に
通

学
す

る
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

、
通

学
等

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

、
町

が
そ

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
保

護
者

負
担

の
軽

減
を

図
り

、
も

っ
て

高
等

学
校

等
教

育
の

振
興

に
寄

与
す

る
。

継
続

○
補

助
金

の
額

は
、

中
富

良
野

駅
か

ら
在

学
校

の
最

寄
り

の
駅

ま
で

の
距

離
が

次
に

定
め

る
距

離
ご

と
の

額
。

（
１

）
鉄

道
距

離
が

１
０

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
者

　
月

額
 2

,0
0
0
 円

（
２

）
鉄

道
距

離
が

１
０

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
上

４
０

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

未
満

の
者

　
月

額
 3

,2
0
0
 円

（
３

）
鉄

道
距

離
が

４
０

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
上

の
者

　
月

額
 4

,7
0
0
 円

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額
決

算
額

5
,0

6
0

4
,1

7
5

8
8
5

○
補

助
期

間
は

、
正

規
の

就
学

期
間

と
す

る
。

た
だ

し
、

高
等

専
門

学
校

に
あ

っ
て

は
、

就
学

か
ら

３
年

次
ま

で
と

す
る

。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

概
要

○
補

助
金

の
交

付
対

象
者

は
、

学
校

教
育

法
に

規
定

す
る

高
等

学
校

等
に

在
学

し
て

い
る

生
徒

の
保

護
者

で
あ

っ
て

中
富

良
野

町
に

住
所

を
有

す
る

者
と

す
る

。
た

だ
し

、
町

税
そ

の
他

、
町

に
対

す
る

債
務

の
履

行
を

遅
滞

し
て

い
な

い
こ

と
。

※
令

和
元

年
１

０
月

の
消

費
税

額
変

更
に

よ
る

Ｊ
Ｒ

運
賃

改
定

に
よ

り
補

助
金

額
を

見
直

し
事

業
年

度

開
始

終
了

Ｈ
２

５

必
要

性
通

学
費

等
に

係
る

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
町

内
出

身
の

生
徒

の
修

学
機

会
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

有
効

性
直

接
的

に
保

護
者

に
と

っ
て

は
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
事

業
の

有
効

性
か

ら
妥

当
な

も
の

で
あ

る
。

（
理

由
・
説

明
）

修
学

機
会

を
確

保
す

る
た

め
に

直
接

的
で

有
効

な
事

業
だ

と
い

え
る

。
方

向
性

今
後

も
現

状
把

握
に

努
め

な
が

ら
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

保
護

者
の

み
な

ら
ず

全
町

的
に

有
効

な
事

業
で

あ
る

こ
と

を
更

に
周

知
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

該
当

保
護

者
に

周
知

し
て

い
く
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
広

報
な

ど
を

通
じ

全
町

的
に

周
知

し
て

い
き

た
い

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る
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（２）社会教育について

NO. 評　　価　　項　　目 NO. 細　　　　　　項　　　　　　目

22 放課後子ども教室推進事業

23 留守家庭児童クラブ推進事業

24 社会教育推進事業

25 成人式事業

26 社会教育関係団体等補助事業

27 学社融合推進事業

28 公民館分館運営事業

29 社会体育関係団体等補助事業

30 児童生徒対象事業

31 社会教育関係団体等補助事業

32 社会体育関係団体等補助事業

33 公民館教室・講座事業

34 情報通信技術講習事業

19 高齢者の学習活動 35 銀嶺大学運営事業

36 町民文化祭運営事業

37 文化財及び埋蔵文化財保護事業

38 社会教育関係団体等補助事業

21 読書活動の推進 39 図書館運営事業

40 スポーツ教室・大会経費

41 スポーツフェスタ参加経費

42 学校開放事業

43 社会体育関係団体等補助事業

44 社会体育推進事業

20 文化活動の振興

22 スポーツの振興

放課後子どもプラン推進事業

地域の教育力

青少年の学習活動

一般成人の学習活動

15

16

17

18
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〔
１

５
－

２
２

〕

評
価

項
目

放
課

後
子

ど
も

プ
ラ

ン
推

進
事

業
細

項
目

放
課

後
子

ど
も

教
室

推
進

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

継
続

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

様
々

な
体

験
活

動
を

す
る

機
会

の
提

供
と

活
動

内
容

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
周

辺
校

も
含

め
た

地
域

全
体

に
お

け
る

教
育

力
向

上
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
将

来
的

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
の

確
保

・
育

成
が

課
題

で
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
指

導
体

制
及

び
指

導
内

容
の

充
実

と
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
研

修
機

会
を

提
供

を
す

る
。

ま
た

、
平

成
２

６
年

度
か

ら
周

辺
校

児
童

を
受

け
入

れ
て

お
り

、
登

録
児

童
数

の
増

加
等

に
対

応
す

る
た

め
、

新
規

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
の

登
録

も
呼

び
か

け
て

い
る

。

予
算

額

有
効

性
子

ど
も

た
ち

が
安

全
で

安
心

し
て

活
動

で
き

る
場

所
と

し
て

有
効

で
あ

る
。

Ａ
Ａ

費
用

対
効

果
補

助
事

業
と

し
て

の
事

業
目

的
に

沿
っ

た
内

容
と

効
果

が
表

れ
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

児
童

の
安

全
で

安
心

し
た

居
場

所
づ

く
り

を
し

、
健

全
育

成
に

効
果

を
挙

げ
て

い
る

。
方

向
性

活
動

場
所

：
な

か
ま

ー
る

・
改

善
セ

ン
タ

ー
等

1
7
3

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
地

域
社

会
の

中
で

子
ど

も
た

ち
が

健
や

か
に

育
つ

環
境

づ
く
り

が
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

事
業

費
内

訳
：
報

償
費

7
6
2
千

円
、

旅
費

0
千

円
、

消
耗

品
費

3
1
7
千

円
、

役
務

費
6
5
千

円
1
,3

1
7

1
,1

4
4

概
要

人
　

　
　

数
：
登

録
児

童
数

　
1
2
名

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
　

1
2
名

事
業

年
度

開
始

終
了

子
ど

も
た

ち
の

安
全

で
安

心
し

た
活

動
拠

点
を

設
け

、
地

域
の

方
々

の
参

画
を

得
な

が
ら

、
子

ど
も

た
ち

が
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
活

動
や

体
験

活
動

等
の

取
組

み
を

通
し

て
、

地
域

社
会

の
中

で
心

豊
か

に
健

や
か

に
育

ま
れ

る
環

境
づ

く
り

。

Ｈ
１

９
継

続
活

  
動

 日
：
毎

週
月

曜
日

　
放

課
後

か
ら

午
後

５
時

ま
で

（
１

１
月

～
３

月
は

午
後

４
時

３
０

分
ま

で
）

活
動

内
容

：
工

作
づ

く
り

、
理

科
実

験
、

む
か

し
あ

そ
び

、
料

理
体

験
、

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

豊
か

な
人

間
性

を
育

む
少

年
教

育
を

推
進

し
家

庭
教

育
支

援
の

充
実

を
図

る
。
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〔
１

５
－

２
３

〕

評
価

項
目

放
課

後
子

ど
も

プ
ラ

ン
推

進
事

業
細

項
目

留
守

家
庭

児
童

ク
ラ

ブ
推

進
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

も
継

続
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

生
活

空
間

の
あ

る
環

境
づ

く
り

と
子

ど
も

た
ち

を
見

守
る

体
制

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
健

全
な

事
業

運
営

の
た

め
職

員
の

資
質

向
上

・
人

材
確

保
が

求
め

ら
れ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

引
き

続
き

児
童

厚
生

員
に

対
し

て
、

知
識

や
技

能
の

取
得

と
基

本
的

な
考

え
方

や
心

得
を

認
識

し
て

も
ら

う
た

め
、

放
課

後
児

童
支

援
員

認
定

資
格

研
修

の
受

講
を

対
象

者
に

推
進

し
て

い
く
。

ま
た

、
職

員
研

修
等

を
通

じ
て

職
員

の
危

機
管

理
能

力
を

向
上

を
図

る
。

予
算

額

有
効

性
少

子
化

対
策

や
家

庭
教

育
支

援
の

観
点

か
ら

有
効

な
事

業
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
率

的
に

事
業

を
推

進
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

児
童

の
健

全
な

育
成

に
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

方
向

性

活
動

場
所

：
児

童
館

7
7
9

　
　

　
　

　
　

　
　

（
ﾏ
ｲ
ｸ
ｽ

ﾋ
ﾟｰ

ｶ
ｰ

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

､ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾚ
ｽ

ｽ
ﾋ
ﾟｰ

ｶ
ｰ

ﾌ
ｫ
ﾝ
､ﾏ

ｲ
ｸ
、

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｰ

、
ﾓ

ﾆ
ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾞ

）

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
放

課
後

の
時

間
帯

に
保

護
者

が
家

庭
に

居
な

い
児

童
の

生
活

の
場

と
し

て
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

事
業

費
内

訳
：
報

酬
1
0
,7

4
1
千

円
、

旅
費

3
千

円
、

消
耗

品
費

5
0
5
千

円
、

備
品

購
入

5
0
3
千

円
1
2
,5

3
1

1
1
,7

5
2

概
要

人
数

：
登

録
児

童
数

　
9
3
名

、
児

童
厚

生
員

　
6
名

（
常

時
４

名
勤

務
）
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

（
特

別
活

動
）

事
業

年
度

開
始

終
了

保
護

者
が

就
労

等
に

よ
り

放
課

後
の

時
間

帯
に

家
庭

に
い

な
い

児
童

を
対

象
と

し
て

、
適

切
な

遊
び

と
生

活
の

場
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
児

童
の

健
全

な
育

成
を

図
る

。

*
*
*
*

継
続

活
  
動

 日
：
月

～
土

曜
日

　
放

課
後

か
ら

午
後

６
時

０
０

分
ま

で
（
土

曜
日

は
午

後
５

時
３

０
分

ま
で

）

特
別

活
動

：
月

1
回

　
（
工

作
づ

く
り

、
む

か
し

あ
そ

び
他

）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

児
童

福
祉

の
観

点
か

ら
心

身
と

も
に

児
童

の
健

全
育

成
を

推
進

し
家

庭
教

育
支

援
の

充
実

を
図

る
。
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〔
１

６
－

２
４

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
社

会
教

育
推

進
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

各
委

員
活

動
は

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

各
委

員
会

に
お

け
る

活
動

内
容

の
充

実
と

委
員

会
相

互
の

連
携

強
化

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

第
８

次
社

会
教

育
中

期
計

画
（
令

和
３

年
度

～
７

年
度

）
に

基
づ

い
た

社
会

教
育

の
推

進
を

図
る

。

予
算

額

有
効

性
生

涯
学

習
社

会
の

実
現

の
た

め
に

有
効

で
あ

る
。

Ｂ
Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

第
８

次
社

会
教

育
中

期
計

画
に

基
づ

き
積

極
的

に
社

会
教

育
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

方
向

性

・
社

会
教

育
委

員
会

議
３

回
開

催
（
事

業
計

画
・
事

業
報

告
）

1
3
0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
社

会
教

育
推

進
の

た
め

各
分

野
に

お
け

る
委

員
会

活
動

は
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
子

ど
も

会
育

成
連

絡
協

議
会

と
の

事
業

推
進

2
,9

9
5

2
,8

6
5

概
要

社
会

教
育

委
員

活
動

の
充

実

事
業

年
度

開
始

終
了

自
主

的
な

社
会

教
育

活
動

を
支

援
し

生
涯

学
習

社
会

の
推

進
を

図
る

。

*
*
*
*

継
続

子
ど

も
会

等
少

年
団

体
育

成
指

導
委

員
活

動
の

充
実

　

・
指

導
委

員
会

議
１

回
開

催
（
事

業
計

画
、

事
業

報
告

）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

生
涯

学
習

社
会

の
実

現
と

次
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
生

き
る

力
を

育
む

た
め

の
子

ど
も

会
活

動
の

充
実

。
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〔
１

６
－

２
５

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
成

人
式

事
業

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

成
人

と
し

て
の

自
覚

と
責

任
を

再
確

認
で

き
る

よ
う

、
地

域
と

し
て

特
色

あ
る

式
典

と
す

る
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

社
会

教
育

の
観

点
に

立
ち

、
成

人
式

の
意

義
を

再
認

識
す

る
た

め
に

新
成

人
や

若
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
地

域
の

教
育

力
の

充
実

を
推

進
す

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
成

人
と

し
て

の
自

覚
を

促
す

こ
と

が
で

き
る

。
Ａ

A

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

に
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
式

典
が

厳
粛

か
つ

和
や

か
に

執
り

行
わ

れ
て

い
る

。
方

向
性

今
後

も
継

続
し

て
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

2

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
古

く
か

ら
伝

わ
る

伝
統

行
事

と
し

て
成

人
式

は
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

概
要

成
人

に
な

っ
た

こ
と

を
自

覚
し

、
自

ら
生

き
抜

こ
う

と
す

る
青

年
を

祝
い

励
ま

す
。

（
国

民
の

祝
日

に
関

す
る

法
律

）

・
式

典
内

容
　

新
成

人
者

名
前

読
上

げ
→

式
辞

→
祝

辞
→

祝
電

→
新

成
人

宣
誓

→
終

了

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額
決

算
額

・
式

典
終

了
後

に
中

富
良

野
青

年
団

協
議

会
の

協
力

に
よ

り
、

新
成

人
の

主
張

、
恩

師
か

ら
の

励
ま

し
の

ス
ピ

ー
チ

を
実

施
。

7
2

7
0

事
業

年
度

開
始

終
了

二
十

歳
の

つ
ど

い
【
成

人
の

日
の

前
日

の
日

曜
日

】

*
*
*
*

継
続

令
和

５
年

１
月

８
日

　
１

３
：
０

０
～

１
４

：
０

０
　

農
村

環
境

改
善

セ
ン

タ
ー

・
対

象
者

６
９

名
中

、
出

席
者

４
９

名

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

成
人

と
し

て
の

自
覚

と
理

解
を

深
め

る
た

め
に

地
域

の
教

育
力

を
結

集
す

る
。

目
的

次
代

を
担

う
青

年
が

義
務

と
権

利
を

有
す

る
成

人
と

な
る

晴
れ

の
門

出
を

祝
う

。

- 36 -



〔
１

６
－

２
６

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
社

会
教

育
関

係
団

体
等

補
助

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

団
体

活
動

継
続

の
た

め
に

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

各
種

団
体

に
お

け
る

組
織

の
硬

直
化

と
機

能
の

低
下

な
ど

か
ら

組
織

の
活

性
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

新
規

会
員

の
加

入
促

進
と

参
加

者
ニ

ー
ズ

を
取

り
入

れ
た

事
業

展
開

を
図

る
。

予
算

額

有
効

性
各

社
会

教
育

団
体

の
活

動
を

推
進

す
る

う
え

で
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

例
年

ど
お

り
の

活
動

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
団

体
の

活
動

推
進

に
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

方
向

性

女
性

団
体

リ
ー

ダ
ー

会
議

　
０

千
円

　
（
女

性
３

団
体

～
Ｊ
Ａ

、
商

工
会

、
日

赤
）
※

Ｒ
４

を
も

っ
て

解
散

0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
社

会
教

育
の

充
実

と
発

展
の

た
め

に
必

要
な

事
業

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

1
9
2

1
9
2

概
要

父
母

と
先

生
の

会
連

合
会

 　
３

９
千

円
　

（
町

Ｐ
連

）

事
業

年
度

開
始

終
了

各
社

会
教

育
関

係
団

体
に

対
し

て
自

主
性

を
尊

重
し

助
成

を
行

う
こ

と
に

よ
り

社
会

教
育

の
振

興
発

展
を

図
る

。

*
*
*
*

継
続

若
妻

連
絡

協
議

会
 　

　
　

　
　

０
千

円
　

（
２

地
区

～
西

山
、

旭
中

）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

各
社

会
教

育
関

係
団

体
と

連
携

し
社

会
教

育
の

振
興

発
展

を
図

る
。
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〔
１

６
－

２
７

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
学

社
融

合
推

進
会

議

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

３
者

（
学

校
教

育
、

社
会

教
育

、
地

域
社

会
）
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

資
源

バ
ン

ク
を

随
時

更
新

し
地

域
の

人
材

が
更

に
広

く
活

用
さ

れ
て

地
域

の
教

育
力

向
上

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
で

の
地

域
学

校
協

働
本

部
と

学
社

融
合

推
進

会
議

の
体

制
に

つ
い

て
見

直
し

（
統

合
）
が

必
要

と
考

え
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

地
域

の
教

育
力

を
推

進
す

る
た

め
に

地
域

の
方

々
の

協
力

が
欠

か
せ

な
い

こ
と

か
ら

、
当

該
事

業
の

必
要

性
な

ど
に

つ
い

て
広

く
周

知
し

理
解

を
図

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
、

教
育

活
動

を
実

践
し

て
い

る
。

Ｂ
Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

に
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

三
世

代
交

流
学

習
や

学
校

事
業

協
力

な
ど

、
着

実
に

事
業

の
浸

透
が

図
ら

れ
て

い
る

。
方

向
性

今
後

も
継

続
し

て
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

7
7

・
学

校
支

援
本

部
事

業
　

～
各

学
校

に
お

い
て

実
施

す
る

事
業

協
力

者
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
の

保
険

加
入

。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
子

ど
も

た
ち

が
生

き
る

力
を

育
む

た
め

に
は

、
学

校
教

育
と

社
会

教
育

が
連

携
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

概
要

・
あ

い
さ

つ
声

か
け

運
動

　
～

ス
テ

ッ
カ

ー
配

布
。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額
決

算
額

・
三

世
代

交
流

学
習

事
業

　
～

各
学

校
単

位
へ

の
予

算
を

配
分

し
て

地
域

の
三

世
代

交
流

の
充

実
を

図
っ

た
。

1
2
0

4
3

・
全

体
会

議
　

～
１

回
開

催
（
全

体
計

画
、

予
算

、
目

標
設

定
な

ど
）

事
業

年
度

開
始

終
了

・
運

営
委

員
会

　
～

０
回

開
催

（
学

校
支

援
地

域
本

部
事

業
の

取
組

み
、

各
委

員
会

事
業

の
協

議
・
検

討
）

平
成

１
１

年
度

継
続

・
教

育
資

源
バ

ン
ク

の
活

用
　

～
各

学
校

で
活

用
。

・
ア

イ
ス

キ
ャ

ン
ド

ル
作

成
　

～
各

学
校

で
実

施
。

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

地
域

の
教

育
資

源
を

活
用

し
た

学
習

機
会

の
充

実
。

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

。
目

的
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
、

子
ど

も
た

ち
が

心
豊

か
に

た
く
ま

し
く
生

き
る

こ
と

が
で

き
る

教
育

環
境

づ
く
り

。
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〔
１

６
－

２
８

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
公

民
館

分
館

運
営

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

も
継

続
し

て
取

組
む

必
要

が
あ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

地
域

の
実

情
と

実
際

生
活

に
即

し
地

域
に

根
ざ

し
た

公
民

館
活

動
が

必
要

で
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
地

域
間

交
流

活
動

な
ど

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

予
算

額

有
効

性
生

涯
学

習
の

充
実

・
振

興
に

大
き

な
効

果
が

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

に
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
各

分
館

に
お

い
て

公
民

館
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

方
向

性

分
館

活
動

内
容

～
書

道
教

室
、

百
人

一
首

大
会

、
手

芸
教

室
、

ミ
ニ

バ
レ

ー
大

会
な

ど
。

1
0
8

　
奈

江
分

館
、

新
田

中
分

館
～

補
助

金
各

1
1
7
千

円
（
施

設
管

理
費

を
含

む
）
 ＝

 2
3
4
千

円

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
地

域
の

学
習

の
機

会
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

は
各

地
域

に
お

け
る

公
民

館
分

館
活

動
は

必
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

　
本

幸
分

館
1
1
7
千

円
5
,9

8
6

5
,8

7
8

概
要

各
公

民
館

分
館

活
動

に
対

す
る

補
助

事
業

年
度

開
始

終
了

各
公

民
館

分
館

に
お

け
る

地
域

の
特

性
を

生
か

し
た

学
習

活
動

に
対

し
て

助
成

を
行

い
、

公
民

館
分

館
活

動
の

充
実

発
展

を
図

る
。

*
*
*
*

継
続

　
旭

中
分

館
4
0
千

円
、

宇
文

分
館

1
0
0
千

円
、

西
中

分
館

8
0
千

円

　
南

中
分

館
1
9
千

円
　

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

生
涯

学
習

社
会

の
実

現
を

め
ざ

し
て

公
民

館
事

業
の

充
実

を
図

る
。
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〔
１

６
－

２
９

〕

評
価

項
目

地
域

の
教

育
力

細
項

目
社

会
体

育
関

係
団

体
等

補
助

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

団
体

活
動

継
続

の
た

め
に

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

新
し

い
事

業
展

開
と

参
加

人
数

の
拡

大
と

、
地

域
住

民
に

よ
る

実
行

委
員

会
形

式
を

と
っ

て
お

り
、

時
代

に
合

わ
せ

、
継

続
で

き
る

運
営

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

実
行

委
員

の
確

保
と

組
織

の
充

実
を

図
り

、
内

容
を

見
直

し
な

が
ら

社
会

体
育

事
業

と
し

て
誰

も
が

参
加

で
き

る
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

を
図

る
。

予
算

額

有
効

性
各

種
団

体
等

か
ら

実
行

委
員

と
し

て
参

画
す

る
な

ど
地

域
住

民
が

参
画

す
る

交
流

事
業

と
し

て
有

効
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
団

体
の

活
動

を
推

進
し

て
い

る
。

参
加

者
増

に
つ

な
が

る
競

技
・
内

容
を

検
討

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
る

。
方

向
性

･令
和

５
年

２
月

１
２

日
開

催
　

１
０

：
０

０
～

１
５

：
０

０

1
3
0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
社

会
体

育
事

業
の

充
実

と
発

展
の

た
め

に
必

要
な

事
業

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

7
0
0

5
7
0

概
要

ウ
ィ

ン
タ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

事
業

に
対

す
る

補
助

。

事
業

年
度

開
始

終
了

社
会

教
育

関
係

団
体

に
対

し
て

自
主

性
を

尊
重

し
助

成
を

行
う

こ
と

に
よ

り
社

会
教

育
の

振
興

発
展

を
図

る
。

*
*
*
*

継
続

･約
３

０
０

人
参

加

･雪
像

す
べ

り
台

、
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

、
凧

あ
げ

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

各
社

会
教

育
関

係
団

体
と

の
連

携
と

社
会

教
育

事
業

の
振

興
発

展
を

図
る

。
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〔
１

７
－

３
０

〕

評
価

項
目

青
少

年
の

学
習

活
動

細
項

目
児

童
生

徒
対

象
事

業

ふ
ら

の
演

劇
祭

参
加

　
未

参
加

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

で
き

る
だ

け
多

種
多

様
な

芸
術

・
文

化
な

ど
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
提

供
す

る
必

要
が

あ
る

。
ふ

ら
の

演
劇

祭
の

参
加

を
促

進
す

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

芸
術

・
文

化
に

関
心

を
持

つ
き

っ
か

け
と

し
て

、
身

近
な

地
域

の
伝

統
文

化
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

推
進

す
る

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

果
的

な
事

業
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
多

く
の

感
動

を
体

験
し

豊
か

な
感

受
性

を
育

て
る

教
育

を
実

践
し

て
い

く
。

方
向

性
継

続
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

必
要

性
心

豊
か

な
人

間
形

成
の

た
め

に
は

芸
術

・
文

化
身

近
に

感
じ

る
環

境
が

必
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

有
効

性
児

童
生

徒
の

豊
か

な
情

操
を

育
む

た
め

に
有

効
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

5
0
0

5
0
0

0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

概
要

児
童

芸
能

鑑
賞

会
～

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

・
中

学
校

体
育

館

事
業

年
度

・
令

和
４

年
９

月
２

０
日

開
催

　
　

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

「
あ

ら
し

の
よ

る
に

」
*
*
*
*

継
続

　
小

学
生

約
２

２
０

名
　

中
学

生
約

９
０

名
参

加

予
算

額
決

算
額

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

生
き

る
力

と
豊

か
な

心
を

育
む

体
験

活
動

の
充

実
。

目
的

自
然

や
文

化
に

親
し

む
機

会
の

充
実

と
社

会
参

加
な

ど
の

体
験

活
動

を
推

進
し

、
次

代
を

担
う

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

養
成

を
図

る
。

開
始

終
了
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〔
１

７
－

３
１

〕

評
価

項
目

青
少

年
の

学
習

活
動

細
項

目
社

会
教

育
関

係
団

体
等

補
助

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

団
体

活
動

継
続

や
体

験
活

動
推

進
の

た
め

に
今

後
も

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

活
動

継
続

の
た

め
の

新
し

い
事

業
展

開
と

次
代

を
担

う
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

組
織

運
営

の
活

性
化

や
後

継
者

育
成

の
た

め
の

支
援

や
、

将
来

を
担

う
子

ど
も

た
ち

の
生

き
る

力
を

育
む

た
め

各
種

事
業

の
推

進
を

図
る

。

予
算

額

有
効

性
各

社
会

教
育

団
体

の
活

動
や

子
ど

も
た

ち
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

を
推

進
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
。

Ａ
Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

例
年

ど
お

り
の

活
動

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

な
が

ら
事

業
内

容
を

検
討

し
、

社
会

教
育

分
野

で
の

貢
献

と
活

動
推

進
に

効
果

を
あ

げ
て

い
る

。
方

向
性

子
ど

も
会

育
成

連
絡

協
議

会
 
　

　
　

７
８

千
円

Ｒ
２

・
３

・
４

年
度

キ
ャ

ン
プ

・
ス

ー
パ

ー
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
中

止

2
9
7

　
Ｒ

４
「

将
来

サ
ッ

カ
ー

（
ス

ポ
ー

ツ
）

に
関

わ
る

仕
事

に
就

き
た

い
」

（
サ

ッ
カ

ー
部

）

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
社

会
教

育
の

充
実

と
発

展
の

た
め

に
必

要
な

事
業

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
中

学
生

を
対

象
に

将
来

の
夢

を
実

現
す

る
た

め
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
へ

の
支

援
6
6
8

3
7
1

概
要

青
年

団
協

議
会

　
　

　
　

　
　

　
 
１

５
３

千
円

事
業

年
度

開
始

終
了

各
種

社
会

教
育

関
係

団
体

活
動

振
興

や
子

ど
も

た
ち

の
体

験
活

動
の

た
め

の
財

政
支

援
を

行
う

。

*
*
*
*

継
続

青
少

年
育

成
推

進
事

業
　

 
　

　
　

　
　

０
千

円
　

Ｒ
２

・
３

・
４

年
度

東
京

研
修

中
止

な
か

ふ
ら

の
夢

・
未

来
応

援
事

業
 
１

４
６

千
円令

和
４

年
度

　
中

富
良

野
町

教
育

行
政

点
検

評
価

表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

地
域

の
教

育
資

源
を

生
か

し
た

体
験

活
動

の
推

進
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
ま

ち
づ

く
り

に
積

極
的

な
取

組
み

の
推

進
。
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〔
１

７
－

３
２

〕

評
価

項
目

青
少

年
の

学
習

活
動

細
項

目
社

会
体

育
関

係
団

体
等

補
助

事
業

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

育
成

者
の

確
保

及
び

指
導

者
の

育
成

と
活

動
内

容
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

地
域

に
お

け
る

人
材

発
掘

と
指

導
者

の
育

成
や

活
動

内
容

の
充

実
を

関
係

団
体

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
推

進
す

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

普
及

と
育

成
を

推
進

す
る

う
え

で
有

効
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

ほ
と

ん
ど

の
事

業
を

中
止

し
て

い
る

。
方

向
性

少
年

団
活

動
を

活
性

化
す

る
た

め
今

後
も

継
続

運
営

す
る

必
要

が
あ

る
。

0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
少

年
期

に
お

い
て

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
親

し
む

こ
と

は
青

少
年

の
健

全
育

成
に

必
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

概
要

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
育

成
　

　
４

０
５

千
円

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

予
算

額
決

算
額

4
0
5

4
0
5

事
業

年
度

開
始

終
了

・
登

録
少

年
団

～
１

１
団

体
※

１
２

団
体

の
う

ち
、

柔
道

少
年

団
加

入
者

０
名

*
*
*
*

継
続

・
リ

ー
ダ

ー
宿

泊
研

修
会

　
中

止

・
本

部
交

流
会

　
本

部
リ

ー
ダ

ー
研

修
　

中
止

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

の
体

力
づ

く
り

と
ジ

ュ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
や

育
成

者
の

養
成

を
図

る
。

目
的

各
種

社
会

体
育

関
係

団
体

活
動

振
興

の
た

め
の

財
政

支
援

を
行

う
。
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〔
１

８
－

３
３

〕

評
価

項
目

一
般

成
人

等
の

学
習

活
動

細
項

目
公

民
館

教
室

・
講

座
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

も
継

続
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

公
民

館
が

ま
ち

づ
く
り

・
人

づ
く
り

の
た

め
の

活
動

拠
点

と
な

る
た

め
に

新
し

い
事

業
展

開
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

新
し

い
公

共
の

視
点

に
立

っ
た

社
会

的
課

題
に

対
す

る
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

予
算

額

有
効

性
学

習
し

た
成

果
を

地
域

の
中

で
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
Ｂ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
果

的
に

事
業

展
開

を
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

企
画

・
検

討
し

、
学

習
し

た
成

果
を

地
域

で
活

用
す

る
こ

と
で

地
域

の
教

育
力

向
上

に
寄

与
し

て
い

る
。

方
向

性

・
公

民
館

講
座

（
１

講
座

）
　

4
9

な
ん

で
も

探
検

隊
、

ピ
ア

ノ
伴

奏
で

歌
っ

ち
ゃ

お
う

！
、

ピ
ア

ノ
マ

ラ
ソ

ン

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
生

涯
学

習
の

推
進

の
た

め
に

必
要

な
事

業
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
自

主
企

画
講

座
（
２

講
座

）
1
4
6

9
7

概
要

住
民

ニ
ー

ズ
を

取
り

入
れ

た
講

座
・
教

室
の

実
施

事
業

年
度

開
始

終
了

多
様

化
す

る
学

習
要

求
に

対
応

し
た

学
習

機
会

の
提

供
。

*
*
*
*

継
続

部
活

体
験

（
夏

）

部
活

体
験

（
冬

）
　

中
止

、
英

会
話

　
中

止

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

生
活

課
題

や
現

代
的

課
題

な
ど

の
多

様
化

す
る

課
題

解
決

に
向

け
た

学
習

内
容

の
充

実
。
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〔
１

８
－

３
４

〕

評
価

項
目

一
般

成
人

の
学

習
活

動
細

項
目

情
報

通
信

技
術

講
習

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

も
継

続
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

多
様

化
す

る
情

報
環

境
に

対
応

し
な

が
ら

、
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
学

習
メ

ニ
ュ

ー
の

提
供

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

パ
ソ

コ
ン

だ
け

で
な

く
、

幅
広

い
年

代
で

利
用

者
が

増
加

し
て

い
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
や

ス
マ

ホ
の

利
活

用
に

つ
い

て
学

習
で

き
る

機
会

の
提

供
。

予
算

額

有
効

性
学

習
し

た
成

果
を

地
域

で
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
Ｂ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
果

的
に

事
業

展
開

を
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

方
法

を
検

討
し

、
例

年
、

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

等
も

参
考

に
講

座
内

容
を

見
直

し
て

い
る

。
方

向
性

４
コ

ー
ス

　
９

講
義

　
２

～
３

月
予

定
　

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
未

実
施

1
5

④
「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

体
験

（
小

・
中

学
生

）
」
・
「
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

活
用

法
（
高

校
生

）
」

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
町

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

生
涯

学
習

推
進

の
た

め
に

必
要

な
事

業
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

③
Ｄ

Ｖ
Ｄ

動
画

コ
ー

ス
1
5

0

概
要

パ
ソ

コ
ン

教
室

の
開

設

事
業

年
度

開
始

終
了

誰
も

が
パ

ソ
コ

ン
・
IC

T
機

器
を

操
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

情
報

化
時

代
に

対
応

で
き

る
学

習
機

会
を

提
供

。

*
*
*
*

継
続

①
パ

ソ
コ

ン
基

礎
コ

ー
ス

②
Ｗ

ｏ
ｒｄ

コ
ー

ス

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

時
代

に
対

応
し

た
情

報
通

信
技

術
の

習
得

と
パ

ソ
コ

ン
・
IC

T
機

器
等

、
生

活
に

密
着

し
た

技
術

の
高

揚
を

図
る

。
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〔
１

９
－

３
５

〕

評
価

項
目

高
齢

者
の

学
習

活
動

細
項

目
銀

嶺
大

学
運

営
事

業

・
本

科
（
４

年
）
、

大
学

院
（
２

年
）
、

研
究

科
（
２

年
）
で

、
更

な
る

学
習

機
会

の
拡

充
を

図
っ

て
い

る
。

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

入
学

生
数

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
学

生
の

確
保

と
自

治
会

運
営

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

学
生

数
を

確
保

す
る

た
め

に
学

習
内

容
の

見
直

し
や

学
生

の
負

担
を

軽
減

す
る

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
生

涯
に

わ
た

る
学

習
は

、
楽

し
く
生

き
が

い
の

あ
る

生
活

を
送

る
た

め
に

有
効

で
あ

る
。

Ｂ
Ａ

費
用

対
効

果
効

果
的

に
自

主
運

営
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
銀

嶺
大

学
学

習
日

の
出

席
率

が
高

く
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
っ

て
い

る
。

方
向

性
高

齢
者

の
生

き
が

い
、

生
涯

学
習

の
実

践
の

場
と

し
て

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
高

齢
化

社
会

の
中

で
自

ら
積

極
的

に
生

涯
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

は
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

予
算

額
決

算
額

2
,3

9
5

2
,3

6
9

2
6

概
要

・
学

生
数

　
４

５
名

（
本

科
２

２
名

、
大

学
院

１
４

名
、

研
究

科
９

名
）

事
業

年
度

開
始

終
了

・
年

間
２

０
回

程
度

の
学

習
日

を
設

け
、

学
習

活
動

、
部

活
動

を
実

施
。

*
*
*
*

継
続

・
他

大
学

と
の

交
流

事
業

、
修

学
旅

行
な

ど
の

課
外

活
動

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

。

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

高
齢

者
が

学
び

あ
え

る
自

主
的

な
学

習
グ

ル
ー

プ
育

成
。

異
世

代
交

流
や

社
会

参
加

の
機

会
の

充
実

。
豊

か
な

体
験

や
学

習
成

果
を

生
か

す
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
充

実
。

健
康

づ
く
り

と
自

主
的

ス
ポ

ー
ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

行
う

た
め

の
グ

ル
ー

プ
育

成
や

機
会

の
充

実
。

目
的

高
齢

者
大

学
に

お
け

る
活

動
を

通
し

て
、

こ
れ

ま
で

の
豊

富
な

経
験

と
知

識
を

こ
れ

か
ら

の
生

活
と

地
域

社
会

に
お

い
て

活
用

す
る

。
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〔
２

０
－

３
６

〕

評
価

項
目

文
化

活
動

の
振

興
細

項
目

町
民

文
化

祭
運

営
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

今
後

も
芸

術
文

化
の

発
表

の
場

と
し

て
継

続
し

た
い

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

文
化

芸
術

の
発

展
の

た
め

文
化

団
体

・
サ

ー
ク

ル
の

新
規

会
員

加
入

と
後

継
者

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

地
域

の
文

化
財

や
郷

土
芸

能
を

保
護

・
伝

承
す

る
活

動
を

通
し

て
、

芸
術

文
化

に
対

す
る

若
い

世
代

の
理

解
を

図
る

。

予
算

額

有
効

性
文

化
意

識
の

高
揚

の
た

め
に

も
有

効
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
果

的
に

実
施

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

し
地

域
文

化
の

振
興

に
貢

献
し

た
。

方
向

性

・
児

童
生

徒
文

化
発

表
会

　
中

止

1

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
芸

術
文

化
の

発
表

の
場

を
提

供
し

、
文

化
団

体
の

交
流

や
文

化
の

振
興

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

7
9

7
8

概
要

町
民

文
化

祭
の

実
施

　

事
業

年
度

開
始

終
了

郷
土

芸
術

文
化

の
成

果
を

広
く
発

表
す

る
場

を
提

供
し

、
文

化
意

識
の

高
揚

に
努

め
る

と
と

も
に

、
文

化
団

体
の

交
流

や
文

化
の

振
興

を
図

る
。

*
*
*
*

継
続

・
芸

能
発

表
会

・
各

作
品

展
示

・
即

売
コ

ー
ナ

ー
　

令
和

４
年

１
１

月
２

日
～

３
日

開
催

　
４

６
３

名
参

加

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

文
化

活
動

へ
の

参
加

促
進

と
自

主
的

な
文

化
活

動
の

支
援

。
芸

術
文

化
鑑

賞
機

会
の

充
実

と
地

域
の

文
化

活
動

の
推

進
。

文
化

関
係

団
体

と
の

連
携

・
交

流
の

促
進

。
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〔
２

０
－

３
７

〕

評
価

項
目

文
化

活
動

の
振

興
細

項
目

文
化

財
及

び
埋

蔵
文

化
財

保
護

事
業

郷
土

館
に

お
け

る
文

化
財

の
展

示
や

文
化

財
保

護
の

啓
蒙

・
普

及
活

動
。

差
引

町
指

定
文

化
財

～
津

軽
獅

子
舞

保
存

同
志

会
1
0
0
千

円
、

大
注

連
縄

保
存

同
志

会
4
0
千

円
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

中
富

良
野

雅
楽

会
4
1
千

円

今
後

の
取

組
み

文
化

財
に

対
す

る
意

識
・
関

心
を

高
め

る
た

め
に

啓
蒙

普
及

活
動

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

郷
土

の
歴

史
と

文
化

を
正

し
く
理

解
す

る
た

め
に

積
極

的
に

広
報

活
動

等
を

推
進

す
る

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
果

的
に

実
施

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

埋
蔵

文
化

財
保

護
に

関
し

て
関

係
機

関
と

連
絡

調
整

を
行

っ
て

い
る

。
方

向
性

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

必
要

性
郷

土
の

歴
史

と
文

化
の

発
展

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

有
効

性
郷

土
を

理
解

し
文

化
を

伝
承

す
る

す
る

た
め

に
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

2
5
5

2
5
2

3

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

概
要

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

３
５

箇
所

の
状

況
確

認
と

保
護

活
動

～
委

員
報

酬
2
4
千

円
、

消
耗

品
費

4
0
千

円

事
業

年
度

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 道
文

化
財

保
護

協
会

負
担

金
7
千

円
*
*
*
*

継
続

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

と
開

発
事

業
と

の
調

整
。

予
算

額
決

算
額

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

文
化

財
及

び
埋

蔵
文

化
財

の
保

護
・
活

用
の

促
進

と
伝

承
活

動
へ

の
支

援
。

目
的

文
化

財
及

び
埋

蔵
文

化
財

の
保

護
活

動
の

推
進

。

開
始

終
了
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〔
２

０
－

３
８

〕

評
価

項
目

文
化

活
動

の
振

興
細

項
目

社
会

教
育

関
係

団
体

等
補

助
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

文
化

団
体

活
動

継
続

の
為

に
も

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

各
文

化
団

体
・
サ

ー
ク

ル
の

新
規

会
員

加
入

促
進

と
後

継
者

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

文
化

団
体

活
動

継
続

・
発

展
の

た
め

に
新

た
な

事
業

展
開

と
組

織
の

充
実

を
図

る
。

予
算

額

有
効

性
各

文
化

団
体

活
動

を
推

進
す

る
う

え
で

有
効

で
あ

る
。

A
Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

事
業

内
容

を
検

討
し

、
文

化
団

体
活

動
の

推
進

に
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

方
向

性

・
加

盟
数

～
１

８
団

体

0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
地

域
文

化
の

充
実

と
発

展
に

は
必

要
な

事
業

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

郷
土

芸
能

活
動

（
葵

太
鼓

保
存

会
：
4
7
千

円
、

神
輿

を
あ

げ
る

会
「
天

翔
」
：
0
千

円
）

4
0
6

4
0
6

概
要

文
化

協
会

　
3
5
9
千

円

事
業

年
度

開
始

終
了

各
種

社
会

教
育

関
係

団
体

活
動

振
興

の
た

め
の

財
政

支
援

を
行

う
。

*
*
*
*

継
続

・
富

良
野

地
区

文
化

団
体

交
流

会
へ

参
加

・
町

敬
老

会
へ

の
協

力
、

町
民

文
化

祭

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

広
く
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

し
地

域
の

文
化

振
興

に
貢

献
す

る
。
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〔
２

１
－

３
９

〕

評
価

項
目

読
書

活
動

の
推

進
細

項
目

図
書

館
運

営
事

業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

継
続

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

図
書

館
機

能
の

充
実

と
読

書
環

境
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

平
成

２
６

年
度

に
図

書
館

を
新

設
オ

ー
プ

ン
。

読
み

聞
か

せ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
や

学
校

図
書

室
と

連
携

し
、

地
域

全
体

で
図

書
・
読

書
活

動
の

充
実

を
図

る
。

予
算

額

有
効

性
読

書
活

動
は

生
涯

学
習

に
お

け
る

自
己

実
現

を
図

る
手

段
の

ひ
と

つ
と

し
て

極
め

て
有

効
で

あ
る

。
Ａ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

利
用

者
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
図

書
選

定
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

事
業

内
容

を
検

討
し

、
図

書
館

の
新

設
と

図
書

関
連

事
業

を
推

進
し

て
い

る
。

方
向

性

・
び

え
い

・
ふ

ら
の

子
ど

も
の

本
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

修
会

（
読

聞
か

せ
会

）

4
6

・
新

型
感

染
症

対
策

（
宅

配
サ

ー
ビ

ス
実

施
、

図
書

消
毒

機
）

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
住

民
の

多
様

化
す

る
学

習
ニ

ー
ズ

に
対

し
て

図
書

館
と

し
て

迅
速

に
応

え
る

必
要

が
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

（
絵

本
２

冊
・
バ

ッ
ク

・
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
配

布
）

7
,3

9
3

7
,3

4
7

概
要

読
書

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
。

事
業

年
度

開
始

終
了

町
民

に
親

し
ま

れ
る

図
書

館
づ

く
り

。

*
*
*
*

継
続

・
図

書
館

ま
つ

り

・
周

辺
校

巡
回

図
書

　
４

～
３

月
（
各

１
０

０
冊

ず
つ

）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

読
書

習
慣

の
定

着
と

図
書

館
機

能
の

充
実

を
図

る
。
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〔
２

２
－

４
０

〕

評
価

項
目

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
細

項
目

ス
ポ

ー
ツ

教
室

・
大

会
経

費

・
運

動
教

室
　

前
期

８
ク

ラ
ス

　
７

回
（
１

０
月

～
１

２
月

）
６

９
名

、
後

期
９

ク
ラ

ス
　

７
回

（
１

月
～

３
月

）
７

９
名

　
　

差
引

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
　

中
止

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

取
組

み
を

充
実

さ
せ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

い
つ

で
も

、
ど

こ
で

も
、

だ
れ

も
が

ス
ポ

ー
ツ

で
き

る
環

境
づ

く
り

や
メ

ニ
ュ

ー
の

提
供

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

個
人

で
も

家
族

単
位

で
も

参
加

で
き

る
種

目
を

行
う

こ
と

で
広

い
年

代
、

性
別

の
参

加
を

図
り

た
い

。

予
算

額

有
効

性
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
を

推
進

す
る

う
え

で
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ａ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
率

的
に

実
施

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

も
検

討
し

な
が

ら
、

町
民

の
ス

ポ
ー

ツ
を

行
う

き
っ

か
け

づ
く
り

と
な

る
よ

う
進

め
て

い
き

た
い

。
方

向
性

・
ス

キ
ー

教
室

　
令

和
５

年
１

月
１

４
日

～
１

５
日

開
催

　
４

４
名

参
加

（
幼

児
１

７
名

　
小

学
生

２
７

名
）

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
心

身
と

も
に

健
康

で
充

実
し

た
生

活
を

営
む

た
め

に
は

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

2
,6

7
4

2
,2

2
2

4
5
2

概
要

主
な

事
業

事
業

年
度

開
始

終
了

だ
れ

も
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

整
備

を
図

る
。

*
*
*
*

継
続

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
教

室
　

令
和

４
年

７
月

２
９

日
開

催
　

３
３

名
（
少

年
団

１
６

名
、

部
１

７
名

）

・
水

泳
教

室
　

５
ク

ラ
ス

各
１

０
回

　
７

３
名

（
幼

児
１

０
名

・
小

学
生

６
３

名
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

各
種

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
充

実
と

ス
ポ

ー
ツ

人
口

の
拡

大
。

- 51 -



〔
２

２
－

４
１

〕

評
価

項
目

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
細

項
目

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
タ

参
加

経
費

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

沿
線

全
域

の
住

民
が

積
極

的
に

参
加

す
る

取
組

み
が

求
め

ら
れ

る
。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

市
町

村
ご

と
の

特
色

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

を
行

い
、

普
段

一
個

団
体

で
は

行
う

こ
と

が
難

し
い

種
目

を
沿

線
が

集
う

こ
の

機
会

に
実

施
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

沿
線

住
民

の
交

流
を

主
と

し
た

種
目

を
取

り
入

れ
、

よ
り

多
く
の

参
加

を
目

指
す

。

予
算

額

有
効

性
地

域
の

連
帯

感
を

醸
成

す
る

た
め

に
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
率

的
な

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

検
討

し
な

が
ら

各
競

技
を

町
H

P
等

で
周

知
し

、
幅

広
く
参

加
者

を
募

っ
て

い
た

が
、

事
業

中
止

・
参

加
者

減
と

な
っ

た
。

方
向

性

・
１

０
月

　
８

日
　

占
冠

村
 
　

　
ﾉ
ﾙ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｯ
ｸ
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
　

 
０

名
参

加

0
・

中
止

　
　

　
　

　
中

富
良

野
町

 
フ

ッ
ト

サ
ル

　
 
　

 
　

　

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
誰

も
が

気
軽

に
参

加
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

大
会

は
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
１

０
月

２
日

　
　

上
富

良
野

町
 
フ

ロ
ア

カ
ー

リ
ン

グ
 
 
　

１
７

名
参

加
　

6
0

6
0

概
要

富
良

野
沿

線
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ

事
業

年
度

開
始

終
了

富
良

野
圏

域
内

住
民

の
健

康
・
体

力
づ

く
り

を
推

進
し

、
世

代
間

の
交

流
や

ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

を
実

感
す

る
。

*
*
*
*

継
続

・
中

止
　

　
　

　
　

富
良

野
市

　
 
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ

・
９

月
１

１
日

　
　

南
富

良
野

町
 
ラ

フ
テ

ィ
ン

グ
　

　
　

　
　

４
名

参
加

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

地
域

の
連

帯
感

を
養

い
、

明
る

く
豊

か
で

活
力

あ
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
る

。
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〔
２

２
－

４
２

〕

評
価

項
目

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
細

項
目

学
校

開
放

事
業

差
引

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

よ
り

多
く
の

地
域

住
民

が
参

加
で

き
る

よ
う

な
取

組
み

と
し

た
い

。

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

年
間

を
通

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

環
境

づ
く
り

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

地
域

全
体

で
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

の
取

組
み

を
推

進
す

る
。

予
算

額

有
効

性
体

力
の

維
持

向
上

と
地

域
の

連
帯

感
を

醸
成

す
る

た
め

に
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

効
率

的
に

実
施

し
て

い
る

。
（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

事
業

を
実

施
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
住

民
間

の
交

流
が

図
ら

れ
て

い
る

。
方

向
性

小
学

校
　

４
校

7
2
0

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
誰

も
が

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
場

所
と

機
会

が
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

目
的

決
算

額

・
各

団
体

、
サ

ー
ク

ル
が

利
用

し
て

い
る

。
7
,5

7
8

6
,8

5
8

概
要

各
学

校
の

体
育

館
を

利
用

し
て

、
地

域
住

民
の

体
力

向
上

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

事
業

年
度

開
始

終
了

地
域

住
民

の
健

康
・
体

力
づ

く
り

を
積

極
的

に
推

進
し

、
町

内
施

設
を

有
効

活
用

す
る

。

*
*
*
*

継
続

・
各

地
域

、
各

団
体

が
相

互
の

体
力

向
上

、
交

流
の

場
と

し
て

利
用

し
て

い
る

。

中
学

校
　

１
校

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

地
域

の
連

帯
感

を
養

い
、

明
る

く
豊

か
で

活
力

あ
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
る

。
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〔
２

２
－

４
３

〕

評
価

項
目

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
細

項
目

社
会

体
育

関
係

団
体

等
補

助
事

業

・
加

盟
団

体
～

１
４

団
体

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

活
動

継
続

の
た

め
の

新
し

い
事

業
展

開
と

次
代

を
担

う
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

組
織

運
営

の
活

性
化

や
後

継
者

育
成

の
た

め
の

支
援

を
推

進
す

る
。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
社

会
体

育
活

動
を

推
進

す
る

う
え

で
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

各
事

業
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

各
団

体
で

感
染

症
対

策
を

講
じ

団
体

の
活

動
推

進
に

効
果

を
上

げ
て

い
る

。
方

向
性

団
体

活
動

継
続

の
た

め
に

今
後

も
補

助
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
社

会
体

育
の

充
実

と
発

展
の

た
め

に
必

要
な

事
業

で
あ

る
。

達
成

度
効

果
度

予
算

額
決

算
額

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

（
中

止
）

1
,0

0
0

1
,0

0
0

0

概
要

体
育

協
会

補
助

　
１

，
０

０
０

千
円

事
業

年
度

開
始

終
了

*
*
*
*

継
続

・
各

種
事

業
へ

の
協

力

町
民

体
育

大
会

（
R

1
終

了
）
、

防
犯

リ
レ

ー
マ

ラ
ソ

ン
、

北
星

ジ
ュ

ニ
ア

ス
キ

ー
大

会
事

業
費

（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

体
育

協
会

加
盟

団
体

間
の

連
携

と
社

会
体

育
の

振
興

発
展

。
目

的
社

会
体

育
団

体
に

対
し

て
自

主
性

を
尊

重
し

助
成

を
行

う
こ

と
に

よ
り

社
会

体
育

の
振

興
発

展
を

図
る

。
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〔
２

２
－

４
４

〕

評
価

項
目

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
細

項
目

社
会

体
育

推
進

事
業

差
引

今
後

の
取

組
み

今
　

後
　

の
　

課
　

題

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

施
策

の
総

合
的

か
つ

計
画

的
な

推
進

や
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
の

実
現

に
向

け
た

、
地

域
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

充
実

が
必

要
で

あ
る

。

改
　

　
　

善
　

　
　

策

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

の
策

定
や

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
研

修
機

会
の

充
実

と
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

運
営

と
活

動
支

援
を

推
進

す
る

。

評
価

基
準

　
　

Ａ
：
実

践
が

進
み

成
果

を
上

げ
て

い
る

　
Ｂ

：
実

践
が

進
ん

で
い

る
　

Ｃ
：
実

践
に

つ
と

め
て

い
る

　
Ｄ

：
努

力
を

要
す

る

有
効

性
社

会
体

育
事

業
を

推
進

す
る

う
え

で
有

効
で

あ
る

。
Ｂ

Ｂ

費
用

対
効

果
限

ら
れ

た
予

算
内

で
効

率
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

（
理

由
・
説

明
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

検
討

し
な

が
ら

様
々

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
に

つ
い

て
検

討
し

た
が

、
ほ

と
ん

ど
の

事
業

が
中

止
と

な
っ

た
。

方
向

性
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

活
動

は
今

後
も

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

検
　

　
証

　
　

内
　

　
容

評
　

　
　

価

必
要

性
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

た
め

に
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
に

よ
る

活
動

は
必

要
で

あ
る

。
達

成
度

効
果

度

予
算

額
決

算
額

・
各

事
業

へ
の

協
力

、
参

加
　

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
交

流
会

（
中

止
）
、

2
6
5

1
3
9

1
2
6

　
親

子
ス

ー
パ

ー
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
大

会
（
中

止
）
、

ウ
ィ

ン
タ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

概
要

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

活
動

の
充

実

事
業

年
度

開
始

終
了

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
会

議
　

１
回

開
催

*
*
*
*

継
続

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
　

中
止

（
屋

外
で

の
雪

遊
び

・
ス

ノ
ー

シ
ュ

ー
　

１
～

２
月

、
新

町
公

園
・
森

林
　

公
園

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
実

施
予

定
）

事
業

費
（
単

位
：
千

円
）

令
和

４
年

度
　

中
富

良
野

町
教

育
行

政
点

検
評

価
表

担
当

課
名

教
育

課
　

社
会

教
育

係

推
進

目
標

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
と

指
導

者
や

団
体

の
育

成
。

地
域

づ
く
り

を
目

的
と

し
た

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

へ
の

支
援

。
目

的
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

と
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

・
普

及
及

び
指

導
者

の
養

成
を

図
る

。
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4 教育行政評価委員会の意見 

 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項の定めにより、教育委員

会から提出を受けた資料（評価項目教育委員会議等の評価４項目、学校教育１４項目、２

１細項目、社会教育８項目、２３細項目）について、令和５年７月１９日、８月２日及び

８月１６日に行われた教育委員会との意見交換を基に意見を述べさせていただきます。 

 本件の令和４年度中富良野町教育委員会点検・評価報告書の作成に関しては、令和４年

３月８日に教育長が議会において示した、教育行政執行方針の内容に沿った視点に立って

整理区分され、それぞれの評価項目については達成度及び効果度の欄を設けＡからＤまで

を使用して自己採点に努めており、今年度は特にその理由や説明欄については、理解しや

すいよう細かく記載されていること、今後の取り組みとして、課題と改善策を積極的に提

示した点検評価表としてまとめられており、これらは、第１回の平成２０年度報告書より

同じ様式で構成されているものであり、年次を通しての教育行政を理解する上で価値のあ

るものです。 

 以下、報告書にある分野別ごとの点検・評価結果に基づいて意見書を提出いたします。 

 

点検・評価結果に基づいた意見 

【教育委員会の活動状況について】 

 教育行政による定期的な会議が１２回開催され、各委員の課題解決に向けた積極的な発

言のもと、活発な審議がなされ議案が処理されていることは、大きく評価できます。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策を講じ、限られた回数ではありましたが、学校訪

問を通じ、教育状況の把握に努められ、更に総合教育会議では中富良野小学校・中学校改

築工事事業及び令和４年度社会教育事業について、町長部局との積極的な情報の共有や意

見交換がなされ、連携が図られていることは大きく評価できます。 

【学校教育について】   

 全般を通じて多項目にわたり積極的な事業推進が行われ、町の特色を生かしながら「確

かな学力」（知）「豊かな心」（徳）「健やかな体」（体）のバランスを重視した「生きる力」

を育む教育を推進されています。 

 ○ 基礎学力の定着については、小・中学校ともに基礎的・基本的な知識、技能の定着

と応用力・活用力の向上を図るため、様々な工夫をもって指導に当たられており、特

に家庭学習の手引きを活用した放課後、家庭学習の習慣化や長期休業中の学習サポー

トなどを含め学校、家庭が一体となった取り組みを進められているのは評価できると

ころです。 

 ○ 特別支援教育の推進については、中学校において令和４年度から特別支援教育支援

員を増員して、支援体制の充実を図りきめ細やかな指導を実施されているのは大きく
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評価できるところです。 

 ○ 効果的な教科指導を行うため、教育機器や教科教材備品をこれまでも効果的に整備

してきましたが、ＧＩＧＡスクール構想により整備された１人１台端末の授業での活

用について、教職員の自発的な研修などを通じて有効に活用されていることは評価で

きます。今後の更なる効果的な活用方法の検証や機器の更新などについても情報化社

会への対応の面から積極的な取り組みを期待します。 

 ○ 教育相談事業では、様々な相談に学校と連携し対応され、特に休みがちな児童・生

徒などに対するケアのために早期の対応をされており大きく評価できます。今後は令

和４年度から開設されている「学びサポート教室」利用促進のため広く保護者に対す

る周知を進められるよう期待します。 

   

【社会教育について】   

 社会教育については、少子高齢化や人口減少の進行、情報化の進展、価値観の多様化な

ど、環境の変化の中において、すべての町民が生涯にわたり、あらゆる機会に、あらゆる

場所で実施可能な生涯学習社会の形成が求められているところであり、人づくりはつなが

りつくり、そして地域（まち）づくりを実践するべく、多岐にわたり様々な取り組みを実

施されています。 

 ○ 放課後子ども教室並びに留守家庭児童クラブにおいては、子どもたちの安心・安全

な活動の場、育成の場であり、家庭支援の観点からも有効な事業であります。今後は、

それぞれの登録児童数の増加に対応できるよう、ボランティアスタッフの確保や職員

研修等を通じて危機管理能力の向上を図るなど、更なる事業運営に期待します。 

 ○ 高齢者の学習活動では、銀嶺大学における活動はもとより、３世代交流や地域に 

おけるボランティア活動などを通して、高齢者がその豊富な経験と知識を十分に発揮 

できる場の設定や自主的活動をサポートし、生き生きとした活力あふれる生涯学習機 

会の充実を図ることに期待します。 

○ ウインターフェスティバルの実施については、令和４年度３年ぶりの本開催となり

実施されました。実行委員会議においては綿密な検討を重ねながら、安全で有効な開

催を目指し、地域住民が参画する冬の交流事業として実施されたことは大いに評価で

きるところです。 

 ○ 文化活動の振興では、令和３年度まで中止していた町民文化祭が実施され、本町に

おける郷土芸術文化に対する意識の高揚に努め、各団体の交流と文化振興を図られた

のは評価するところです。今後も更に文化発表の場として継続される事を期待すると

ともに郷土芸能の保護・伝承と若い世代に対する理解を深められるよう図られたい。 

【今後に向けての講評】 

令和４年度の教育行政において、教育委員会は様々な分野で活動され、それぞれの課題

について改善されているところであり、あらためて非常に多岐にわたる事業を執行されて

いることに対して関係各位に敬意を表します。 
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 従前からの問題点でもある人口減少、少子高齢化時代の進行、グローバル化、高度情報

化など急速な社会変化と併せて多様性の時代と言われる今般において、様々な対応を求め

られているところです。教育委員会はそのリーダーシップを発揮しながら、家庭や町民一

人ひとりといった小さな単位においても自ら対応を考え、互いに知恵を出し合って教育推

進を継続する必要があります。その意味からも、地域を支える人材の育成を担う教育の役

割はますます重要となり、時代に合った事業の実施や、その見直しを継続していかなけれ

ばならないと考えます。 

このような中で、令和７年度供用開始を目指す中富良野小学校・中学校改築事業におい

ては、町民並びに有識者等広く様々な意見を取り入れながら、本町に合った学校づくりに

ついて引き続き検討を進めることを望みます。 

 また、２年目となった「なかふらの夢・未来応援事業」やここ数年中止の「青少年育成

推進事業」による東京研修などを通じて、今後の中富良野町を支える青少年に対し、職業

体験などキャリア教育の充実を図り、地域を支える人材の育成について継続されることを

期待します。 

 最後に、社会教育の学びの中から人づくり、つながりづくり、地域づくりを行いながら、

持続可能な地域コミュニティーの基盤形成を図り、併せて学校・家庭・地域社会がそれぞ

れ力を合わせて取り組むことによって、めざす姿である「心豊かに学び、明日のふるさと

をともに創る人を育む」ことに努めていただくことをお願い申し上げ結びとさせていただ

きます。 

中富良野町教育委員会教育行政評価委員会 
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